
地酒で乾杯を推進する条例が制定
携帯電話に訓練緊急メールが届きます
市民意識調査 ご意見ご要望の対応
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お
世
話
に
な
っ
た
ス
パ
ッ
ツ

夫
妻
。
お
し
ゃ
れ
な
リ
ビ

ン
グ
で
話
し
た
こ
と
、
大
理
石
の

キ
ッ
チ
ン
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ブ
ラ

ウ
ニ
ー
を
焼
い
た
こ
と
、
本
当
の

家
族
の
よ
う
に
迎
え
入
れ
て
く
れ

て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
池
田
に
到
着
し
た
と
き
、
出
発

の
時
に
は
な
か
っ
た
物
を
持
っ
て

降
り
ま
し
た
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に

は
思
い
出
の
品
が
い
っ
ぱ
い
。
携

帯
に
は
新
し
い
友
達
の
ア
ド
レ
ス

と
写
真
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

ダ
ン
と
ミ
シ
ェ
ル
が
持
た
せ
て
く

れ
た
重
い
バ
ッ
ク
に
は
目
的
だ
っ

た
本
全
巻
。
ダ
ル
ズ
か
ら
先
生
と

母
に
送
っ
た
エ
ア
メ
ー
ル
が
早
く

着
く
と
い
い
な
あ
と
い
う
期
待
。

ダ
ル
ズ
で
過
ご
し
た
五
日
間
全
て

が
思
い
出
で
、
起
こ
っ
た
全
て
の

事
を
一
つ
残
ら
ず
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

（
中
学
生
団
員
　
吉
井
夢
女
）

ア
メ
リ
カ
と
い
う
行
っ
た
こ

と
の
な
い
国
で
一
週
間
滞

在
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
先
一

生
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
ほ
ど

良
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

国
で
文
化
が
違
っ
て
い
る
の
で
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
は
、

日
本
の
文
化
を
伝
え
続
け
、
誇
り

を
持
っ
て
生
き
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
滞
在
を
通
し
て
、
視
野

を
た
く
さ
ん
広
げ
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
尊
重
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
貴
重
で
良

い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
中
学
生
団
員
　
森
本
朱
音
）

い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
た

こ
と
全
て
が
新
鮮
で
刺
激
的
で
し

た
。
向
こ
う
の
学
校
は
と
て
も
フ

リ
ー
で
、
高
校
生
は
自
分
の
車
で

登
校
し
て
い
て
、
日
本
と
の
違
い

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
週
間
で
、
日
本
と
ア
メ

リ
カ
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
自

分
自
身
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
良

さ
も
た
く
さ
ん
見
つ
け
た
し
、
日

本
の
良
さ
に
も
改
め
て
気
付
く
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
言
葉
が
違
っ
て
い
て
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う

と
す
る
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
、
互
い

の
気
持
ち
を
伝
え
合
う
こ
と
は
で

き
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

（
中
学
生
団
員
　
石
川
佳
果
）

小
学
校
で
は
、
自
分
か
ら
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

か
っ
た
の
で
、
一
生
懸
命
自
分
の

意
思
が
伝
わ
る
よ
う
に
努
力
し
ま

し
た
。
折
り
紙
で
鶴
と
飛
行
機
を

教
え
る
際
に
は
、
手
順
な
ど
も
説

明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
細

か
い
作
業
の
と
こ
ろ
を
伝
え
る
の

が
難
し
か
っ
た
で
す
。
ど
ん
ど
ん

鶴
の
形
に
な
っ
て
い
く
折
り
紙
を

見
て
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
に
近

い
声
を
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
飛

行
機
が
完
成
し
た
時
は
、
空
中
に

飛
ば
し
て
遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
新
鮮
な
反
応
を
見

て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
い
つ
か
ザ
・
ダ
ル
ズ
市
の
方
が

来
ら
れ
た
時
に
は
、
温
か
く
お
も

て
な
し
を
し
た
い
で
す
。

（
中
学
生
団
員
　
山
本
理
紗
子
）

ア
メ
リ
カ
の
文
化
と
し
て
す

ご
く
良
い
と
感
じ
た
、
日

本
に
は
な
い
文
化
は
、「
あ
い
さ

つ
」
に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば
、

お
店
の
レ
ジ
に
行
く
と
、
必
ず
店

員
さ
ん
は
「H

ello

」
や
「H

ow
 

are you?

」
な
ど
と
、
笑
顔
で

必
ず
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
ど
こ
の
お
店
に
行
っ

て
も
同
じ
で
、
そ
の
よ
う
な
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
る
度
、
と
て
も

温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
ん
な
あ
い
さ
つ
が
私
が

英
語
を
話
す
き
っ
か
け
に
な
っ

て
、
そ
こ
か
ら
色
ん
な
見
学
場
所

で
の
人
と
の
交
流
が
う
ま
く
い
っ

た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も

日
本
に
あ
っ
て
ほ
し
い
文
化
だ
と

思
い
ま
し
た
。

（
中
学
生
団
員
　
馬
宮
織
絵
）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
違

い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
言
葉
で
す
。

　
例
え
ば
建
物
に
入
る
時
、
す
ぐ

前
を
歩
い
て
い
る
人
が
扉
を
開
け

て
待
っ
て
く
れ
る
と
、
日
本
の
大

半
の
人
は
お
礼
の
気
持
ち
を
表
す

言
葉
と
し
て
「
す
み
ま
せ
ん
」
を

使
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
理

解
さ
れ
ま
せ
ん
。
私
も
同
じ
よ
う

な
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が「
す

み
ま
せ
ん
」
と
言
う
と
、
相
手
の

人
は
ム
ッ
と
し
た
顔
を
し
ま
し

た
。「
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
意
図

が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ

の
時
、
お
礼
の
言
葉
を
表
す
に
は

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

（
中
学
生
団
員
　
田
村
侑
里
菜
）

　中学生団員6名で構成された三好市姉妹都
市交流親善団 9名が、11月 2日から 8日ま
での 7日間、姉妹都市であるアメリカ合衆国
オレゴン州ザ ･ダルズ市を訪問しました。
　ザ ･ダルズ市はロッキー山脈に源を発する
コロンビア川下流域にあり、広大な渓谷の続
く場所です。北アメリカで最も古くから居住
が始まったところと言われています。
　ザ・ダルズ市とはこれまでの交流を通して
お互いの文化を体験し、認め合いながら友情
を築いてきました。今回の派遣事業は、長き
にわたって多くの友情を育んできた交流をと
もに喜びあい、さらなる友情が生まれる訪問
となりました。

ザ・ダルズ市

姉妹都市交流親善団
交流体験記
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三
好
市
奨
学
金
制
度
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方

に
対
し
て
修
学
の
機
会
を
確
保

し
、
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■
貸
与
条
件

①
三
好
市
内
に
住
所
を
有
す
る
父

ま
た
は
母
の
子
で
あ
る
こ
と
。
た

だ
し
、
父
お
よ
び
母
が
共
に
い
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
三
好

市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

②
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
専
門
学
校

に
在
学
す
る
方
（
平
成
26
年
4
月
を

基
準
と
し
、在
学
予
定
の
方
を
含
む
）

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方
。

■
奨
学
金
貸
与
の
流
れ

経
済
的
理
由
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
手
続
き
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
者
は

奨
学
生
選
考
委
員
会
に
よ
り
審
査

し
、
採
用
候
補
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
奨
学
金
の
貸
与
額
（
月
額
）

・
高
等
学
校	

 

１
２
０
０
０
円

・
高
等
専
門
学
校	 

２
１
０
０
０
円

・
大
学
・
短
期
大
学

　

専
門
学
校　
　

４
４
０
０
０
円

■
貸
与
開
始

平
成
26
年
4
月
1
日

■
貸
与
期
間

在
学
す
る
学
校

の
正
規
の
最
短

修
業
年
限
が
修

了
す
る
ま
で
の

期
間

■
奨
学
金
の
返
還

貸
与
終
了
後
1
年
を
据
え
置
き
、

そ
の
後
10
年
以
内
に
返
還
し
ま
す
。

（
無
利
子
）

■
申
請
方
法

指
定
の
申
請
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

募
集
要
項
と
申
請
書
類
一
式
は
、

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
送

付
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
三
好

市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.m

iyoshi.ed.jp/)

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

■
申
込
締
切
日

平
成
26
年
3
月
10
日
（
必
着
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

池
田
町
サ
ラ
ダ
１
７
３
７
番
地
１

三
好
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課　

奨
学
金
係

電
話　
　

７
２-

３
５
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

７
２-

７
４
３
０

平
成
26
年
度 

三
好
市
奨
学
生
募
集

公募抽選により入居決定する住宅 【申込期限：12月26日（木）】

住　宅　名 所在地 戸数 単身可 区分 築年度

三野芝生北団地東 芝生 1 - 公 S48

山城下名２号団地 下名 3 - 公 S57

山城伊予川団地 信正 1 - 公 H9

山城河内団地 光兼 1 - 公 H9

公＝公営住宅　特＝特定公共賃貸住宅　貸＝貸付住宅
市営住宅募集情報は市ホームページにも掲載しています

入居を希望される方は12月26日（木）までにお申し込
みください。随時入居申し込みが可能な住宅もあります。詳
しくはお問い合わせください。

■ お申し込みできる方
① 現在、同居か同居しようとする親族がある方 
② 現に住宅に困っていることが明らかな方
③ 税金・水道・保育料等の公共料金を滞納していない方
④ 所得が所定の基準に該当する方
⑤ 申込者または同居親族が暴力団員でない方
■ 公営住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額15万 8千円以下であること。た
だし次の場合は所得合計が月額21万 4千円以下であれば入
居可能です。
① 高齢者世帯（入居申込者が60歳以上で同居しようとする
親族全員が18歳未満または60歳以上）
② 障害者世帯（入居者または同居者が、障害者・戦傷病者・
被爆者・引揚者等）
③ 子育て世帯（同居者に義務教育就学課程の子供がいる世帯）
■ 特定公共賃貸住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額15万 8千円以上 48万 7千円
以下（前記の所得基準に当てはまらない方でも入居可能な場
合がありますので、お問い合わせください）
■ 貸付住宅の所得基準　入居世帯の所得基準なし
■ お申し込み・お問い合わせ先
池田地区　　　三好市役所管理課　（電話 72-7681）　
三野地区　　　三野総合支所　　　（電話 77-4804）　
井川地区　　　井川総合支所　　　（電話 78-5001）　
山城地区　　　山城総合支所　　　（電話 86-1111）　
西祖谷地区　　西祖谷総合支所　　（電話 87-2273）　
東祖谷地区　　東祖谷出張所　　　（電話 88-2896）　

市営住宅入居者募集

随時入居申し込みが可能な住宅（先着順により入居決定）

住　宅　名 所在地 戸数 単身可 区分 築年度

山城伊予川団地 信正 1 ○ 特 H9

西祖谷一宇団地 一宇 3 ○ 公 S60

西祖谷一宇第２団地 一宇 2 ○ 特 H8

西祖谷一宇第２団地 一宇 1 ○ 公 H8

西祖谷西岡団地 西岡 1 ○ 特 S62

西祖谷第２西岡団地 西岡 6 ○ 公 H4

西祖谷榎団地 榎 4 ○ 特 S53

西祖谷榎団地 榎 2 ○ 公 S53

西祖谷秘境ふるさと団地 一宇 13 ○ 貸 H13

東祖谷名頃団地 菅生 2 ○ 公 S53

東祖谷名頃団地 菅生 1 ○ 特 S53

東祖谷落合第2団地 落合 2 ○ 公 S53

　
■ 
年
末
年
始
期
間
中
の
お
取
り
扱
い
に
つ
い
て

池
田
火
葬
場
・
祖
谷
火
葬
場

　

平
成
26
年
1
月
1
日
は
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
役
所
環
境
課

　

電
話 

７
２-

３
４
３
６

ご
み
の
収
集

年
末
年
始
の
お
休
み

　

平
成
25
年
12
月
28
日
（
土
）
～

平
成
26
年
1
月
5
日
（
日
）

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
さ

れ
る
場
合
は
、
12
月
28
日
・
29

日
の
9
時
か
ら
12
時
、
13
時
か

ら
16
時
で
搬
入
を
受
け
付
け
ま

す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
事
前
に

お
電
話
し
て
か
ら
自
己
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。
処
理
手
数
料

が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
12
月
29
日
に
搬
入
で

き
る
ご
み
は
一
般
家
庭
か
ら
出
さ

れ
た
ご
み
の
み
で
、
事
業
系
ご
み

の
搬
入
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▼
お
住
ま
い
の
地
域
の
ご
み
収
集

日
の
年
内
最
終
日
を
ご
確
認
の

う
え
、
お
早
め
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。
収
集
日
以
外
の
日
や
、

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
お
休
み

期
間
中
に
出
さ
れ
た
ご
み
は
カ

ラ
ス
な
ど
の
格
好
の
エ
サ
と
な

り
、
集
積
所
周
辺
が
汚
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家

庭
で
保
管
し
、
1
月
6
日
以
降

の
収
集
日
に
出
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　

・
三
好
市
役
所
環
境
課

　

電
話 
７
２-

３
４
３
６

・
み
よ
し
広
域
連
合
清
掃
セ
ン
タ
ー

 　

電
話 
７
２-
０
０
０
６

し
尿
の
収
集

年
末
年
始
の
お
休
み

　

平
成
25
年
12
月
28
日
（
土
）
～

平
成
26
年
1
月
5
日
（
日
）

▼
年
末
は
非
常
に
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
年
内
に
汲
み
取
り
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
汲

み
取
り
依
頼
の
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
1
月
6
日
か
ら

平
常
通
り
収
集
を
行
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

み
よ
し
広
域
連
合
浄
化
セ
ン
タ
ー 

　

電
話 

７
８-

２
１
６
７

資
源
物
集
積
所
（
集
積
セ
ン
タ
ー
）

年
末
年
始
の
お
休
み

・
資
源
物
集
積
所
（
井
川
・
池
田
）

　

平
成
25
年
12
月
29
日
（
日
）
～

平
成
26
年
1
月
3
日
（
金
）

・
三
野
資
源
物
集
積
セ
ン
タ
ー

　

平
成
25
年
12
月
31
日
（
火
） 

～

平
成
26
年
1
月
3
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　

三
好
市
役
所
環
境
課

　

電
話 

７
２-

３
４
３
６

収
集
日

　

12
月
23
日
（
月
・
天
皇
誕
生
日
）

収
集
す
る
ご
み

　

燃
や
す
ご
み

収
集
す
る
地
域

　

月
曜
日
燃
や
す
ご
み
収
集
地
域

注
意
▼
朝
8
時
ま
で
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。
燃
や
す
ご
み
以
外
の
ご

み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
収

集
地
区
以
外
の
方
は
ご
み
を
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
役
所
環
境
課

　

電
話 

７
２-

３
４
３
６

　
■ 

祝
日
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

三
好
市
職
員
採
用
試
験

　
　 （
医
療
職
）
の
お
知
ら
せ

受
験
資
格

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま

れ
た
人
で
、
各
資
格
免
許
を
有
す

る
人
ま
た
は
平
成
25
年
度
国
家
試

験
で
取
得
す
る
見
込
み
の
人

募
集
案
内
・
受
験
申
込
用
紙
の
請
求

①
直
接
受
け
取
る
場
合
　

平
日
8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
の

間
に
次
の
配
布
場
所
で
、
そ
の
旨
申

し
出
て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
三
好
市
役
所
3
階
総
務
課
人
事
室

・
各
総
合
支
所

・
市
立
三
野
病
院

②
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
分
の
切
手
を
貼
り
、
宛

先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
・
角
形
2
号
）
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合

三
好
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

採
用
予
定
職
種
・
人
員
等
（
平
成
26
年
度
採
用
）

職
種

採
用
予
定
人
員

職
　
務
　
の
　
内
　
容

看
護
師

１
名
程
度

看
護
師
業
務
等
に
従
事

診
療
放
射
線
技
師

1
名
程
度

医
療
技
術
業
務
に
従
事

w
w
w.city-m

iyoshi.jp/

）よ
り
、

Ａ
４
の
白
色
用
紙
に
黒
字
で
印
刷

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

受
付
期
間
は
、
12
月
2
日
〜
12
月
20

日
（
土
、
日
曜
は
除
く
）
8
時
30
分

〜
17
時
15
分
ま
で
。
郵
便
に
よ
る
申

込
み
の
場
合
は
、「
書
留
郵
便
」
で

12
月
20
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
受
付
し
ま
す
。

試
験
日
・
会
場

・
試
験
日   

平
成
26
年
1
月
11
日

・
会
場   　
市
立
三
野
病
院

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
７
８-

８
５
０
１

池
田
町
シ
ン
マ
チ
１
５
０
０
番
地
2

三
好
市
役
所
総
務
部
総
務
課
人
事
室

　
　
　
　
　
電
話
７
２-

７
６
２
４

　
詳
し
い
内
容
は
、
三
好
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
に

は
応
じ
か
ね
ま
す
。
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法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

① 

終
生
飼
養
の
徹
底

▽
飼
い
主
と
し
て
の
責
任
を
持

ち
、
動
物
が
命
を
終
え
る
ま
で
愛

情
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▽
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
新
た
な
飼
い
主
を
探
し

た
り
、
動
物
愛
護
団
体
に
相
談
し

た
り
し
て
、
譲
り
渡
す
先
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

▽
動
物
に
は
名
札
、
脚
環
、
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
な
ど
を
つ
け
、
飼
い

主
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
県
は
、
動
物
取
扱
業
者
か
ら
の

引
取
り
や
繰
り
返
し
て
の
引
取

り
、
動
物
の
老
齢
や
病
気
を
理
由

と
し
た
引
取
り
な
ど
、
終
生
飼
養

に
反
す
る
引
取
り
を
拒
否
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

② 

罰
則
の
強
化

▽
愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺
傷
・

遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。
絶

対
に
傷
つ
け
た
り
捨
て
た
り
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。（
み
だ
り
な
殺

傷
は
、
2
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

２
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
遺
棄

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）

▽
み
だ
り
に
、
給
餌
や
給
水
を
や

め
た
り
、
酷
使
し
た
り
、
病
気
や

け
が
の
状
態
で
放
置
し
た
り
、
ふ

ん
尿
が
堆
積
す
る
な
ど
の
不
衛

生
な
場
所
で
飼
っ
た
り
す
る
等
の

行
為
は
「
虐
待
」
で
す
。
動
物

を
虐
待
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

（
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）

 「
た
く
さ
ん
動
物
を
飼
う
場
合
」

◎
た
く
さ
ん
の
動
物
を
飼
う
と
、

全
て
の
動
物
に
手
が
回
ら
な
か
っ

た
り
、
清
潔
な
環
境
の
確
保
が
大

変
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
適

切
に
飼
う
こ
と
が
で
き
る
頭
数
を

飼
う
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
不

妊
去
勢
手
術
な
ど
の
措
置
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

◎
た
く
さ
ん
の
動
物
を
飼
う
こ
と

で
騒
音
や
悪
臭
な
ど
周
辺
の
生
活

環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
場
合
や

動
物
が
衰
弱
す
る
な
ど
虐
待
の
お

そ
れ
が
生
じ
た
場
合
、
県
知
事
は

飼
い
主
に
状
況
改
善
の
勧
告
・
命

令
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
命

令
に
従
わ
な
い
場
合
は
罰
則
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

・
三
好
市
役
所
環
境
課

　
　
電
話　
７
２-

３
４
３
６

・
三
好
保
健
所 

生
活
衛
生
担
当

　
　
電
話　
７
２-

１
１
２
１

　平成24年9月に動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改
正する法律（改正動物愛護法）が公布され、平成25年9月1日より、
施行されています。
　飼い主の皆さまにおかれましては 、最後まで責任を持って動物
を飼い、飼い主であることを明らかにするようお願いいたします。

　

昨
年
10
月
よ
り
徳
島
県
に
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
（
救
急
医
療
専
用
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
）
が
運
用
開
始
さ
れ
て

１
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
、
み
よ
し
広
域
連
合

消
防
本
部
管
内
（
三
好
市
・
東
み

よ
し
町
）
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要

請
し
た
救
急
件
数
が
約
60
件
あ
り
、

多
く
の
方
の
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
に
は
山
間
部
が
多
く
、
救

急
車
が
到
着
し
病
院
ま
で
の
搬
送

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
脳
卒
中
や
急
性
心
筋

梗
塞
、
交
通
事
故
な
ど
生
命
に
危

険
の
あ
る
患
者
に
と
っ
て
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
た
場
合
、
基

地
病
院
（
徳
島
県
立
中
央
病
院
）

か
ら
医
師
・
看
護
師
が
搭
乗
し
、

約
20
分
程
度
で
到
着
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
診
察
お
よ
び
処
置

が
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の

軽
減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
管
内
に
39
か
所
の

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
離
着
陸

場
）
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
近
く
に
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
離
着
陸
す
る
場
合
、
騒
音

な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請

し
た
場
合
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
使

用
料
は
無
料
で
す
が
、
搭
乗
医
師

の
往
診
料
・
処
置
料
な
ど
が
発
生

し
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

み
よ
し
広
域
連
合
消
防
本
部

　

電
話　

７
６-

５
１
１
９

 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
ご
存
知
で
す
か
？

動物の愛護及び管理に関する法律が
改正されました

　

こ
の
た
び
制
定
さ
れ
た
条
例
は
、

市
・
事
業
者
・
市
民
の
協
力
の
も

と
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

三
好
市
産
の
地
酒
に
よ
る
乾
杯
の

習
慣
を
広
め
地
酒
の
普
及
を
促
進

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
三
好
市
と
地
酒

　

三
好
市
は
明
治
中
期
ご
ろ
か

ら
酒
造
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
地

域
で
す
。

　

池
田
町
史
や
井
川
町
誌
な
ど
に

よ
る
と
、「
大
正
期
は
ま
だ
酒
質

が
粗
悪
で
並
酒
程
度
に
過
ぎ
な

か
っ
た
た
め
、
地
酒
の
売
れ
行
き

は
振
る
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

郡
酒
造
組
合
を
中
心
に
、
優
良
醸

出
の
研
究
を
重
ね
、
水
質
原
料
米

技
術
に
改
良
を
加
え
漸
次
芳
醇
な

酒
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭

和
初
期
ご
ろ
に
酒
質
の
改
良
が
非

常
な
発
達
を
遂
げ
、
県
下
全
般
の

品
評
会
で
も
、
清
酒
・
焼
酎
が
常

に
六
割
以
上
の
受
賞
を
収
め
る
よ

う
に
な
り
、
三
好
酒
の
名
声
を
不

動
に
し
た
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

乾
杯
は
地
元
の
お
酒
で
　
　
　

地
酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

現
在
で
も
、
酒
造
会
社
が
6

社
あ
り
、
徳
島
県
内
の
日
本
酒

生
産
量
の
約
4
割
を
生
産
し
て

い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

三
好
市
役
所
商
工
政
策
課　

電
話　

７
２-

７
６
４
５

　
平成 25 年 10 月 21 日制定

（目的）   
第１条　この条例は、本市の伝統産品である地酒（以下「地酒」
という。）による乾杯の習慣を広めることにより、地酒の普及を
通した日本文化への理解の促進に寄与することを目的とする。

（本市の役割）
第２条　本市は、地酒の普及の促進に必要な措置を講じるよ
う努めるものとする。

（事業者の役割）
第３条　地酒の生産を業として行う者は、地酒の普及を促進
するために主体的に取り組むとともに、本市及び他の事業者と
相互に協力するように努めるものとする。

（市民の協力）
第４条　市民は、本市及び事業者が行う地酒の普及の促進に
関する取り組みに協力するよう努めるものとする。

三好市地酒で乾杯を推進する条例

◉
昨
年
（
24
年
度
）、
三
好
市
の

乳
が
ん
検
診
受
診
者
６
５
５
名
の

う
ち
、
早
期
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ

た
方
は
３
名
い
ま
す
。

◉
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、

平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
、

個
別
医
療
機
関
で
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
三
好
市
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◉
な
お
、
12
月
１
日
か
ら
四
国
中

央
市
の
岸
田
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

検
診
を
受
け
る
に
は
、問
診
票
・

受
診
券
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず

保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

７
２-

６
７
６
７

乳がん・子宮頸がん検診はお済ですか？

がんは人ごとではありません
自分のため、大切な人のため、検診を受けましょう

本物の音色を体感
東西祖谷中で音楽会

　11 月 26 日、とくしま記念
オーケストラのメンバーを含む
音楽家３名が東西祖谷中学
校を訪れ、音楽体験事業を
行いました。普段、目にする
機会の少ないチェロやエレキ
ベースに触れたり演奏したり
し、合唱では素晴らしい演奏
とのコラボレーションを織りな
し、感動の１日となりました。
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四国の協力隊勉強会に参加して
　朝晩の冷え込みがとても厳しく、布団からの
脱出が難しい季節が訪れようとしています。
　私も 7 年振りに三好市の冬の訪れを体験して
おりますがこの寒さがどこか懐かしく、三好市に
帰ってきたなぁーと実感しております。協力隊員
として U ターンしてきてから 4 か月が経ち、三
好市内の各地で行われる様々なイベントや研修に
参加させて頂いております。その中で感じたのが

観光地域おこし協力隊

大西 恵大朗

観光地域おこし協力隊肴倉 由佳

連載  地域おこし協力隊 活動報告  26

とても三好市が広大
だということ。三好
市で生まれ育った私
ですが地域のことを
ほとんど知らずに生
活していたので日々
が新鮮で色々勉強さ
せてもらっています。
　去る 11 月 12、13 日に総合体育館で四国 4 県
の協力隊員が集い各県の事例発表や交流会が行
われる勉強会があり、その中でインタビュアー
として各地の協力隊員へのインタビューと三好
市の観光地の PR をさせて頂きました。初めて三
好市を訪れた皆さんに少しでも魅力をお伝えす
るべく頑張りましたが個人的にはあまり PR の出
来に納得がいかず…。また同じ様な機会があれ
ばもっと上手く出来るよう、これからも頑張っ
ていきたいと思います！

　いま池田の町中も紅葉がちょうどよい時期
です。7 月に赴任して以来、好きな山登りをす
る暇もなく過ごしていましたが、10 月、三嶺
山に登る機会を得ました。
　美しいブナの林、山頂の眺望と池など、日
帰りですぐ行けるところに高山の雰囲気を味
わえる山が控えているところに、四国の山の
奥深さを感じます。春先の新緑、花の時期も

よい観光の素材に
なりそうで楽しみ
がますます増えま
す。登山や自然に
関係した自分の得
意分野での情報収
集 が お ろ そ か に
なっていましたが、
これから本格的に

 三嶺山に登頂

取り組んでいきたいと思いを新たにしました。
　先日は四国の協力隊の勉強会が三好市で開
催され、たくさんの協力隊の方々と交流する
ことができました。思いを同じくする仲間と
たくさん知り合えるのも協力隊のよいところ
です。協力隊ネットワークを生かしたエコツ
アーなどできたらと夢は膨らみます。
　三好の自然を満喫しながら、その魅力を存
分に語れるようになりたいです。

◀黒沢湿原の
きのこ狩りに
も初挑戦。こ
の日の収穫は
ハツタケ

　

発
生
す
る
確
率
が
高
い
と
予
測

さ
れ
る
南
海
地
震
へ
の
対
策
と
し

て
、
市
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
震
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
も
既
存

住
宅
の
耐
震
化
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
第
一
歩
は
耐
震
診
断
で
す
。

　

診
断
を
希
望
す
る
住
宅
の
所
有

者
は
、
指
定
の
診
断
申
込
書
に
記

入
し
、
必
要
書
類
（
建
物
の
全
景

写
真
）
添
付
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
対
象
住
宅
の
要
件

に
よ
り
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
戸
数
】　 

１
０
０
戸

【
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
】

三
好
市
に
存
す
る
木
造
住
宅
で

①
平
成
12
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
建
物
で
、
地
階
を
除
く

階
数
が
3
以
下
の
建
物

②
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
ま
た

は
改
修
後
居
住
す
る
予
定
の
住
宅

③
徳
島
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
さ

れ
て
い
る
耐
震
診
断
対
象
建
築
物

※
診
断
の
申
込
書
は
、
第
二
分
庁

舎
建
設
部
管
理
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
に
あ
り
ま
す
。

簡
易
な
耐
震
化
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
に
最
大
60
万
円
の
補
助

　

簡
易
な
耐
震
化
工
事
や
耐
震

ベ
ッ
ド
ま
た
は
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

を
設
置
す
る
工
事
お
よ
び
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
最
大
60
万
円
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
】

平
成
12
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
住
宅
。

耐
震
診
断
で
評
点
が
1.0
未
満
の
木

造
住
宅

【
募
集
戸
数
】　

20
戸
（
先
着
順
）

　

詳
し
く
は
、
建
設
部
管
理
課
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

三
好
市
役
所
建
設
部
管
理
課

　

電
話 

７
２-

７
６
８
１

耐
震
診
断
し
ま
せ
ん
か

　
　
診
断
費
用
は

無
料
で
す

▼三好市の観光地を紹介

▲四国各県の隊員へのインタビュー

▲三嶺山山頂の池をバックに

【
日
時
】

12
月
20
日
（
金
）14

時
00
分
頃

【
場
所
】

県
内
全
域
の
家
庭
、
職
場
な
ど

【
訓
練
内
容
】

　

携
帯
電
話
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
が
一
斉
に
配
信

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
合
図
に
机

の
下
に
隠
れ
る
な
ど
地
震
に
対
す

る
待
避
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

地
震
の
揺
れ
が
治
ま
る
１
分
間
程

度
、体
勢
を
維
持
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
に
家
族
や
職
場
で
震
災
発
生

時
に
何
を
す
べ
き
か
話
し
合
い
訓

練
で
実
践
し
て
い
た
だ
く
と
よ
り

効
果
的
で
す
。

【
注
意
事
項
】

　

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信
す
る

の
で
携
帯
電
話
か
ら
一
斉
に
チ
ャ

イ
ム
音
が
鳴
り
出
し
ま
す
。
マ

ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
鳴
り
ま
す
の

で
、
病
院
や
映
画
館
、
式
典
な
ど

鳴
っ
て
は
い
け
な
い
場
所
で
は
必

ず
携
帯
電
話
の
電
源
を
切
っ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　

車
を
運
転
中
は
訓
練
に
参
加
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
無
理
に
車
を

止
め
た
り
せ
ず
、
運
転
を
続
け
て

く
だ
さ
い
。

【
安
否
確
認
】

　

県
の
「
す
だ
ち
く
ん
メ
ー
ル
」

皆さまの携帯電話に訓練緊急メールが届きます

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
安

否
確
認
メ
ー
ル
が
同
時
に
配
信
さ

れ
ま
す
。
安
否
情
報
の
入
力
を
行

い
、
家
族
や
職
場
で
確
認
を
取
り

合
う
な
ど
、
災
害
時
で
の
操
作
を

実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

訓
練
当
日
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災
害
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
や
携
帯
電
話
会
社
の

災
害
用
伝
言
板
な
ど
で
安
否
情
報

登
録
も
利
用
可
能
で
す
。
こ
の
機

会
に
入
力
・
確
認
の
練
習
を
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
任
意
訓
練
】

　

よ
り
実
践
的
訓
練
に
す
る
た

め
、
待
避
行
動
を
と
っ
た
後
、
地

域
や
職
場
な
ど
で
避
難
訓
練
や
初

期
消
火
訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】
徳
島
県

【
訓
練
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
島
県
危
機
管
理
部　

南
海
地
震

防
災
課　

電
話 

０
８
８-

６
２
１-
２
２
８
１

【
す
だ
ち
く
ん
メ
ー
ル
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先
】

電
話 

０
１
２
０-

９
６
８-

１
８
４

【
そ
の
他
防
災
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
危
機
管
理
課

電
話 

７
２-

７
６
２
５

　南海トラフ巨大地震の発生を想定して、自主参加型の一斉退避訓練と安否情報伝達訓練
を実施します。皆さんの携帯電話に訓練緊急メールが届きますので、参加可能な方は身を
守る待避行動を１分間程度取ってください。なお、訓練緊急メールの着信音はマナーモード
でも鳴りますので、着信音が鳴ってはいけないところでは、必ず電源を切っておいてください。

とくしま情報伝達訓練を県下一斉に実施します　

【お詫びと訂正】先月号10Pの「平成25年度 森林所有者意識調査結果」の記事において、円グラフ内の数字に誤りがありました。お詫びして
訂正いたします。【問5】適切な管理を行っている〈誤〉34%〈正〉18%：全く管理していない〈誤〉23%〈正〉31%【問７】これまでどおり適
切な管理を行う〈誤〉34%〈正〉26%：ほとんど行わないと思う〈誤〉51%〈正〉55%：全く行わないと思う〈誤〉23%〈正〉19%
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今
後
の
市
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
の
市
民
意
識
調
査
を
５
月
に
実

施
し
ま
し
た
。
10
月
号
で
そ
の
主
な
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
、
そ
の

他
意
見
に
つ
い
て
の
対
応
を
一
部
要
約
し
て
連
載
い
た
し
ま
す
。
今
月
号
は
総
務
部

と
企
画
財
政
部
（
企
画
調
整
課
・
情
報
政
策
課
）
へ
の
意
見
と
対
応
を
掲
載
し
ま
す
。

【調査概要】三好市全域
を対象とし、20 歳以上
の市民 1,200 人（無作
為抽出）に調査票を送
付し、496 人（ 回収率
41.33％）から回答を得
ました。

市
民
意
識
調
査
の
意
見
と
対
応
を
紹
介
し
ま
す

【
総
務
課
】

　
前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

市
民
歌
を
作
る
案
が
あ
り

ま
し
た
が
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

　
多
く
の
市
民
の
方
か
ら
不

要
と
の
声
や
、
盛
り
上
が

り
が
あ
る
ま
で
待
つ
べ
き
で
あ

る
と
の
意
見
が
多
く
、
合
併
10

周
年
に
向
け
て
機
運
が
盛
り
上

が
れ
ば
再
考
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

【
人
事
室
】

　
市
職
員
の
対
応
が
あ
ま
り

よ
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

も
う
少
し
思
い
や
り
の
あ
る
態
度

で
接
す
る
必
要
を
感
じ
ま
す
。

　
接
遇
や
服
務
に
関
す
る
研

修
機
会
を
増
や
し
た
り
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
し
っ
か
り
聞
い
た
う
え
で

丁
寧
に
応
対
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
行
革
推
進
室
】

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
市
政

に
役
立
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
改
善
は
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
識
を

把
握
し
、
市
政
の
運
営
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
担

当
課
に
提
示
し
、
業
務
改
善
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
三
好
市
職
員
が
行
政
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
楽
し
く

生
活
で
き
る
よ
う
な
三
好
市
を
望

み
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
策
定
し

た
行
革
大
綱
や
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　【
秘
書
広
報
課
】

　
市
報
み
よ
し
に
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

　
三
好
市
で
は
、
22
の
社
会

体
育
施
設
お
よ
び
学
校
体

育
施
設
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
の

方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ま
れ
各

施
設
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
を
所

管
す
る
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
と
協
議

の
う
え
、
現
行
の
コ
ー
ナ
ー
の
見

直
し
や
連
載
シ
リ
ー
ズ
の
終
了
を

機
会
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
紹
介

に
つ
い
て
掲
載
を
検
討
し
ま
す
。

　
市
報
み
よ
し
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
に
な
れ
ば
よ
い
と

思
う
。

　
「
市
報
み
よ
し
」
は
、
月
に

１
回
、
毎
月
10
日
に
自
治

会
長
会
な
ど
を
通
し
て
、
市
内
に

お
住
ま
い
の
世
帯
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
も
同
日
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
急
速
な
普
及
に
合
わ
せ
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
行
政
情
報
に
目

を
通
し
て
も
ら
え
う
よ
う
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
画
面
サ
イ
ズ
で
、
冊
子

と
同
じ
よ
う
に
「
ペ
ー
ジ
を
め
く

る
感
覚
」
で
読
む
こ
と
が
で
き
る

電
子
書
籍
版
の
配
信
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
開
か
れ
た
市
政
に
し
て
欲

し
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
市
政
に

対
す
る
信
頼
と
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
、
よ
り
一
層
透
明
性

の
高
い
公
正
な
市
政
を
実
現
す
る

た
め
、
三
好
市
情
報
公
開
条
例
に

基
づ
き
、
公
文
書
等
の
公
開
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
制
度
を
活
用
し
て
、
市

政
へ
の
参
加
機
会
の
拡
充
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
発
行
の
「
市
報
み

よ
し
」
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
市
政
に

関
す
る
情
報
を
随
時
提
供
し
て
お

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
や
ご
提
言
は
、
市
役
所
や
各
総

合
支
所
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

「
市
長
へ
の
手
紙
」や
三
好
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
い
た
だ
き
、
市

政
に
広
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
さ
ら
な

る
情
報
公
開
の
推
進
と
広
報
・
広

聴
機
能
の
充
実
を
図
り
、
市
民
参

画
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
管
財
課
】

　
老
朽
化
し
て
い
る
市
役
所
庁

舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
？

　
庁
舎
の
改
修
・
建
替
え
に

つ
い
て
は
、
近
い
将
来
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
東
海
・

東
南
海
・
南
海
な
ど
連
動
型
地
震

の
発
生
を
考
慮
し
、
危
機
管
理
体

制
を
考
え
な
が
ら
現
在
、
分
散
配

置
さ
れ
て
い
る
庁
舎
の
あ
り
方
も

含
め
て
、
新
庁
舎
建
設
の
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
使
用
し
て
い
な
い
建
物
を

も
っ
と
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
市
有
財
産
は
原
則
と
し
て

市
の
公
用
ま
た
は
公
共
の

目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
役
目
を
終
え
た

施
設
に
つ
い
て
は
目
的
外
使
用
の
手

続
き
を
と
り
、
地
元
自
治
会
で
の

使
用
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
民
間
法
人
へ
の
貸
付
、

公
売
な
ど
、
新
た
な
活
用
の
方
法

に
つ
い
て
も
導
入
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
有
効
な
利

用
方
法
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

【
企
画
調
整
課
】

　
移
動
販
売
車
を
増
や
し
、

移
動
困
難
な
高
齢
の
方
が

過
ご
し
や
す
い
町
に
し
て
ほ
し
い
。

　
平
成
23
年
度
よ
り
集
落
支

援
包
括
事
業
と
し
て
、
三

好
市
内
の
買
い
物
が
困
難
な
地
域

に
お
い
て
、
食
料
品
や
日
用
品
な

ど
の
移
動
販
売
お
よ
び
配
達
に
係

る
事
業
の
一
部
と
、
移
動
販
売
に

使
用
す
る
車
両
を
新
た
に
購
入
す

る
場
合
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
買
い
物
困

難
地
域
に
居
住
す
る
住
民
の
安
全

と
安
心
お
よ
び
生
活
の
維
持
向
上

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

（
小
水
力
発
電
の
普
及
等
）

を
望
み
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
に
実
施
し
ま
し

た
総
務
省
「
緑
の
分
権
改

革
推
進
事
業
」
に
よ
る
農
業
用
水

を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
実
証
試

験
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発
電
効
率
と

汎
用
性
の
関
係
を
踏
ま
え
た
方
針

に
基
づ
き
実
施
し
ま
し
た
が
、
発

電
効
率
と
汎
用
性
は
相
反
す
る
た

め
、
双
方
を
兼
ね
備
え
た
水
力
発

電
シ
ス
テ
ム
は
困
難
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
実
証
試
験
を
踏
ま
え
た
三

好
市
の
考
え
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
理
想

形
は
、
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
を
地
域
の
企
業
が
参
入
し
て
発

電
事
業
を
展
開
し
、
新
た
な
雇
用

を
創
出
し
な
が
ら
利
益
を
上
げ
て
い

く
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

に
お
き
ま
し
て
は
、
経
済
性
の
他
に

立
地
条
件
、
環
境
へ
の
影
響
、
水

利
権
な
ど
の
課
題
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
で
き
る

地
域
に
お
い
て
、
地
域
の
事
業
者
・

団
体
を
優
先
し
た
取
組
み
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
情
報
政
策
課
】

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
よ
く

拝
見
し
ま
す
が
、
も
っ

と
行
事
と
か
地
域
の
商
業
施
設
、

人
々
の
暮
し
な
ど
市
の
こ
と
が
知

り
た
い
で
す
。
テ
レ
ビ
を
生
か
し

た
情
報
を
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
、
市
お
よ
び
市
内

の
情
報
を
積
極
的
に
発
信

し
、
魅
力
あ
る
番
組
づ
く
り
が
行

え
ま
す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
情
報
提
供
も
い
た
だ

け
れ
ば
、
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

対
応

お問い合わせ先
三好市役所行革推進室（電話 72-7629）
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（1）期末手当・勤勉手当

三　好　市 国

 24 年度 1 人あたり平均支給額
　　　　1,466 千円

−

 25 年度支給割合
   期末手当 2.60 月分（1.45 月分）
   勤勉手当 1.35 月分（0.65 月分）

 25 年度支給割合
   期末手当 2.60 月分（1.45 月分）
   勤勉手当 1.35 月分（0.65 月分）

 加算措置の状況
   職制上の段階、職務の級等による
   加算措置

 加算措置の状況
   職制上の段階、職務の級等による
   加算措置

1. （　）内は再任用職員による支給割合である。

（2）退職手当　　　　　　　　　　　　　　　（平成25 年4月1日現在）

三　好　市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

20.03 月分
32.83 月分
46.55 月分
55.86 月分

28.7875月分
38.9550月分

55.86 月分
55.86 月分

20.03 月分
32.83 月分
46.55 月分
55.86 月分

28.7875月分
38.9550月分

55.86 月分
55.86 月分

その他の
加算措置

 定年前早期退職特例措置
　　　　 3％〜 30％加算

 定年前早期退職特例措置
　　　　  2％〜 20％加算

一人当たり
平均支給額

19,923 千円 −

※ 退職手当の一人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職員に支給された
平均額である。

（3）その他の手当　　　　　　　　　　 　　 （平成25 年4月1日現在）

手 当 名  内 容 及 び 支 給 単 価

扶養手当
  扶養親族のある職員に対して支給する。（1 人当たり）
　 　　 配偶者　　　　　　　　　　　　　　13,000 円
　 　　 子 . 孫 . 父母 . 祖父母　　　6,500 ～ 11,000 円

住居手当
  自ら居住するための住宅を借り受け、現に当該住宅に居住    
  し、月額 12,000 円を超える家賃を支払っている職員。
  （限度額 27,000 円） 

通勤手当

 ① 交通機関等を利用する職員
 　　 実費、1 か月当たり 55,000 円まで

 ② 自動車等を使用する職員
 　　 自動車等の使用距離が片道 2 ～ 60km 以上の場合
 　　 に距離に応じて 2,100 ～ 36,600 円

管理職
手　当

  管理又は監督の地位にある職員の職のうち、その職務の特  
  殊性に基づいて支給する。
  （一般行政職：30,300 ～ 61,100 円）

特殊勤務
手　当

  ケースワーカー業務手当（5,000 円 / 月）
  感染症防疫作業手当（1,000 円 / 日）  
  精神保健移送業務手当（5,000 円 / 日）
  行旅死亡人取扱手当（5,000 円 / 体）
  葬祭作業手当（2,000 円 / 体）
  死獣処理作業手当（500 円 / 匹）
  看護師手当（3,000 円 / 月）
  医師の医務手当（150,000 ～ 320,000 円 / 月）
  危険手当（3,000 ～ 4,500 円 / 月）
  夜間看護手当（2,300 ～ 3,000 円 / 回）
  夜間介護手当（2,300 ～ 2,500 円 / 回）

その他
の手当

  単身赴任手当、休日勤務手当、宿日直手当、管理職員特別  
  勤務手当

（平成25年4月1日現在）

区　　分 給料月額等

給  

料
市　　　長
副　市　長

847,000 円
678,000 円

報  

酬

議　　　長
副　議　長
議　　　員

394,000 円
347,000 円
315,000 円

期
末
手
当

市　　　長
副　市　長

（24 年度支給割合）
2.90 月分

議　　　長
副　議　長
議　　　員

（24 年度支給割合）
2.90 月分

退
職
手
当

市　　　長
副　市　長

在職 1 月につき　43.50/100
在職 1 月につき　25.75/100
　　　　　   ※ 任期満了時に支給

（1）部門別職員数の状況　　　　　　　　　　　 （各年4月1日現在）

　　　　　区  分
部  門　　　　　

職　員　数　（人） 対前年
増減数平成 24 年 平成 25 年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

004
118
025
132
039
029
019
026

004
112
025
130
037
028
017
026

△ 00
▲ 06
△ 00
▲ 02
▲ 02
▲ 01
▲ 02
      0

小　　計 392 379 ▲ 13
特
別
行
政

　
　
部
門

教　　育 69 061 ▲ 08

小　　計 69 061 ▲ 08

公
営
企
業
等

　
　
会
計
部
門

病　　院
水　　道
そ  の  他

046
014
020

046
015
019

　　0
01

▲ 01

小　　計 080 080 　　0

合　　計 541
［　684　］

520
［　684　］

▲ 21
［　−　］

1. 職員数は一般職に属する職員数である。
2. ［　］内は、条例定数の合計である。

  4. 職員の手当の状況  5. 特別職の報酬等の状況

  6. 職員数の状況

  1. 総括

  2. 職員の平均給与月額、初任給等の状況

（1） 職員の平均年齢、平均給与月額等の状況   （平成25年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 45.52 歳　 345,325 円　 390,657 円　

技能労務職 51.06 歳　 352,587 円　 369,420 円　

教　育　職 48.24 歳　 359,806 円　 374,241 円　

医　療　職 39.65 歳　 303,541 円　 412,324 円　

「平均給料月額」とは、25 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基本給
の平均であり、「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住
居手当、通勤手当などの諸手当の額を合計したものである。（期末勤勉手当・時
間外勤務手当は含まない）

（2）職員の初任給の状況　　　　　　　　    （平成25 年4月1日現在）

区　　分
三  好  市 国

初 任 給 2 年後の給料 初 任 給 2 年後の給料

一　般
行政職

大学卒 172,200 円 185,800 円 172,200 円 185,800 円

高校卒 140,100 円 149,800 円 140,100 円 149,800 円

技　能
労務職

高校卒 140,100 円 149,800 円 140,100 円 149,800 円

中学卒 − − − −

教育職
大学卒 172,200 円 185,800 円 − −

短大卒 152,800 円 166,900 円 − −

医療職 短大3卒 171,200 円 187,800 円 − −

（3） 国との給料月額の水準比較　           　 （ラスパイレス指数の状況）

区　分 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度

一般行政職 96.8 97.0 105.5（97.4） 

※ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務
員の給与水準を示す数値である。平成 24 年度のカッコ内は国家公務員の時限的
な（２年間）給与改定特例法による措置が無いとした場合である。

（4）特記事項

平成 20 年 4 月から平成 21 年 11 月まで一般職職員給料を職務級に応じ
２～４％減額して支給している。

（1）一般行政職の級別職員数の状況　　    （平成25年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1 級 主事又は技師等の職務 18 人 4.5％

2 級
高度の知識又は経験を必要とする主事又は技師等
の職務

12 人 3.0％

3 級 【1】主任の職務【2】係長の職務 70 人 17.4％

4 級
【1】課長補佐、室長補佐、所長補佐、施設長補佐
の職務　【2】主査の職務　【3】困難な業務を処
理する係長の職務

85 人 21.1％

5 級
【1】主幹の職務　【2】困難な業務を処理する課
長補佐、室長補佐、所長補佐、施設長補佐の職務

【3】困難な業務を処理する主査の職務
154 人 38.3％

6 級 部長課長等の職務 63 人 15.7％

7 級 部長の職務 0 人 0.0％

1. 三好市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
2. 標準的な職務内容とはそれぞれの級に該当する代表的な職務である。
3. 技能労務職、教育職、医療職を除く。

（1）人件費の状況　　　　　　　　　　　　　　　（普通会計決算）

区　分 24 年度末人口 歳  出  額（A） 実 質 収 支

24 年度 29,994 人 26,747,514 千円 845,247 千円

人  件  費（B） 人件費率（B/A） 23 年度の人件費率

4,115,967 千円 15.39% 15.60%

普通会計決算とは、特別会計を除く会計の決算額で、人件費の中には一般職の職
員給の他特別職の職員給、議会議員の報酬手当、各種委員の報酬、さらに共済組
合負担金、退職手当組合負担金等も含む。

（2） 職員給与費の状況　　　　　　　　　　　     　 （全会計決算）

区　分 職  員  数（A）
給　与　費

給　　料 職 員 手 当

24 年度 541 人 2,190,539 千円 279,695 千円

給　与　費
一人当たり給与費（B/A）

期末・勤勉手当 　　　計　（B）　

794,417 千円 3,264,651 千円 6,034 千円

※ 平成 24 年度における一般職全職員の給与費の決算状況で、職員手当には
退職手当・児童手当を含まない。

  3. 一般行政職の級別職員数等の状況

（2）年齢別職員構成の状況　　　　　　 　  （平成 25 年4月1日現在）
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三好市職員給与公表

三好市職員の給与等の
状況をお知らせします

市職員の平成25年度の給与等の状況を市民の皆さ
まにお知らせします。職員の給与制度は国家公務員の
給与制度に準じて市の条例によって定められています。



私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

わ
り
方
や
接
し
方
を
紹
介
し
て
い

る
本
、『「
メ
デ
ィ
ア
漬
け
」
で
壊

れ
る
子
ど
も
た
ち
』
の
著
者
で
も

あ
り
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
は
、
大
変
貴
重
な
お
話
を
伺

え
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
、
講
演
会

当
日
の
内
海
裕
美
先
生
の
資
料
よ

り
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

※
メ
デ
ィ
ア
と
は
テ
レ
ビ
、
ビ
デ

オ
、テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、携
帯
用
ゲ
ー

ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電

話
な
ど
を
意
味
し
ま
す
。

育
ち
の
基
本

　

子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

「
育
ち
の
基
本
」
は
、
①
眠
る
こ

と
、
②
食
べ
る
こ
と
、
③
遊
ぶ
こ

と
（
遊
ぶ
こ
と
か
ら
学
び
に
変
わ

る
）、
④
愛
さ
れ
る
こ
と
、
で
す

見
直
し
ま
し
ょ
う

メ
デ
ィ
ア
漬
け
の
子
育
て

　

日
本
小
児
科
医
会
で
は
、メ
デ
ィ

ア
と
子
ど
も
の
関
係
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
提
言
し
て
い
ま
す
。

①
2
歳
ま
で
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ

　
三
好
市
医
師
会
市
民
公
開
講
座
が

　

実
施
さ
れ
ま
し
た

　
　（
三
好
市
・
三
好
市
教
育
委
員
会
共
催
）

視
聴
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

②
授
乳
中
、
食
事
中
の
テ
レ
ビ
・
ビ

デ
オ
の
視
聴
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
へ
接
触
す

る
総
時
間
の
制
限
が
重
要
で

す
。
1
日
2
時
間
ま
で
を
目
安

と
考
え
ま
す
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

は
1
日
30
分
ま
で
を
目
安
と
考

え
ま
す
。

④
子
ど
も
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
、
ビ

デ
オ
、
パ
ソ
コ
ン
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
保
護
者
と
子
ど
も
で
メ
デ
ィ
ア

を
上
手
に
利
用
す
る
ル
ー
ル
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
メ
デ
ィ
ア
接
触
時
間

　

２
０
０
４
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど

も
と
メ
デ
ィ
ア
が
実
施
し
た
調
査

結
果
よ
り

【
平
日
の
メ
デ
ィ
ア
接
触
時
間
】

○
４
時
間
以
上

▽
小
学
4
～
6
年
生
…
49
・
3
％

▽
中
学
生
…
54
・
4
％

▽
高
校
生
…
46
・
7
％

○
６
時
間
以
上

▽
小
学
４
～
６
年
生
…
26
・
0
％

▽
中
学
生
…
24
・
2
％

▽
高
校
生
…
20
・
3
％

　

子
ど
も
の
半
数
が
平
日
４
時
間

以
上
、
4
分
の
1
が
平
日
6
時
間

以
上
、
メ
デ
ィ
ア
と
接
触
し
て
過

ご
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
依
存

　

全
国
で
中
高
生
の
約
58
万
人
が

ネ
ッ
ト
依
存
状
態
に
あ
る
こ
と

が
、
厚
生
労
働
省
研
究
班
の
調
査

で
わ
か
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
依
存
（
ゲ
ー
ム
、

情
報
サ
イ
ト
）
や
、
つ
な
が
り
依

存
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
）
な
ど
に
よ

り
、
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

両
親
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
見
る
番
組
を
き
ち
ん
と
選
ぶ
。

○
一
緒
に
見
て
内
容
に
つ
い
て
話

し
合
う
。

○
批
判
的
に
見
る
こ
と
を
教
え
る
。

○
メ
デ
ィ
ア
に
費
や
す
時
間
を
制

限
す
る
こ
と
。

○
親
が
お
手
本
を
示
す
こ
と
。

○
メ
デ
ィ
ア
に
代
わ
る
活
動
を
強

調
す
る
。

○
子
ど
も
部
屋
を
電
子
メ
デ
ィ
ア

の
な
い
環
境
に
。

○
電
子
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
と
し
て

利
用
し
な
い
こ
と
。

〜
以
上
、
資
料
よ
り
抜
粋

　

子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
の
で
き

る
時
間
は
、
自
分
の
人
生
に
お
い

て
ど
れ
だ
け
与
え
ら
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
か
は
親
元
を
離

れ
自
立
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
限

ら
れ
た
時
間
を
子
ど
も
と
触
れ
合

い
、
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
愛
し

い
わ
が
子
と
と
も
に
で
き
る
時
間

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
と
い
う

時
間
を
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
大
切
に
し
た
い
で
す
。

お問い合わせ先　三好市役所 文化交流推進課（☎72-7633）

★お知らせ★　三好市民文化祭パンフレット末尾のスタンプラリー応募用紙の持参先が、記載されて
おりませんでした。持参いただく場所は、「三好市役所 本庁舎 2 階 文化交流推進課」の窓口でござい
ますので、ご注意ください。皆さまには大変ご迷惑をおかけし、誠に申し訳ございません。

文化振興基本計画策定に向け検討委員会が開催されました
　

第
3
回
目
と
な
る
今
回
は
、
日

本
小
児
科
医
会
「
子
ど
も
の
心
」

対
策
部
理
事
、
内
海
裕
美
先
生
を

お
迎
え
し
て
の
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

内
海
先
生
は
、
子
ど
も
の
生
活

の
中
で
の
問
題
点
で
あ
る
「
メ

デ
ィ
ア
の
長
時
間
接
触
」
を
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
、
近

年
の
凶
悪
事
件
と
メ
デ
ィ
ア
の
関

係
、
今
後
考
え
ら
れ
る
心
と
体
へ

の
危
険
な
可
能
性
を
分
析
し
、
大

人
が
と
る
べ
き
子
ど
も
へ
の
か
か

　10 月 23 日、三好市における文化振興施策の基本方針を定める「三好市文化振興基本計画」策定を目指し、
調査・検討を行う機関として「三好市文化振興基本計画策定委員会」が設置され、第 1 回目の委員会が開
催されました。
　この委員会は、有識者、各種団体代表、公募市民ら 15 人で組織され、市長からの諮問に基づき、さまざ
まな観点から計画案を検討し、来年度中に答申を行うこととなっています。
　同日開催された委員会では、委員の委嘱の後、委員長・副委員長が互選により選出され、委員長には田口
太郎氏（徳島大学大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部准教授）にご就任いただくこととなり
ました。引き続き、黒川市長から田口委員長に諮問書が手渡され、「個性と魅力あふれるまちづくりを目指し、
市内外における交流を促進するための計画案の検討」が要請されたところです。
　その後、委員会の議事においては、計画案の検討につ
いての方針や定義、調査企画案などについて活発な議論
がなされました。なお、基本的な状況を把握するため、
20 歳以上の市民 2,000 人を無作為に抽出し、アンケート
を実施することが了承されました。

お願い▼上記のとおり、計画案策定に資するための
調査の一環として、市民の皆さまを対象に、12 月上
中旬頃アンケート調査を郵送にて実施する予定です
ので、お手元に届きました際には、ご協力ください
ますようお願い申し上げます。

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、

イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
を
購
入
し
ま
し
た

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
市

役
所
観
光
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
に
イ
ベ

ン
ト
用
テ
ン
ト
（
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
）

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報

事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収

入
を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
な
ど
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強

化
を
図
る
た
め
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
保
管
場
所
お
よ
び
配
備
数
】

・
三
好
市
役
所 

観
光
課　
　

3
張

・
各
総
合
支
所　
　
　
　

 

各
２
張　

※
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
観
光
課
ま

た
は
お
近
く
の
総
合
支
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
好
市
役
所 

地
域
振
興
課
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三好市役所人権室  ☎72-7622
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手
を
差
し
の
べ
ら
れ
る
手
助
け
を
用
意

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

う
つ
病
は 

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
サ
イ
ン

　

う
つ
病
に
な
り
や
す
い
人
は
、
ま
じ

め
で
、
能
力
が
あ
り
責
任
感
の
強
い
人

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
物
事
を
完
全
に

成
し
遂
げ
よ
う
と
考
え
る
こ
と
で
、
脳

が
疲
れ
仕
事
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
く

な
り
、
悩
み
、
う
つ
状
態
と
な
り
ま
す
。

う
つ
状
態
に
な
る
と
、
食
欲
減
退
や
悲

観
的
・
絶
望
的
思
い
、
人
を
避
け
る
な

ど
の
症
状
が
表
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

死
へ
の
思
い
を
持
ち
ま
す
。
自
殺
は
起

こ
っ
て
か
ら
で
は
取
り
返
し
が
つ
か
な

い
た
め
、
慎
重
な
対
応
、
接
し
方
が
必

要
で
す
。
自
殺
は
「
う
つ
」
の
ど
ん
底

で
は
な
く
、
そ
の
前
後
に
起
こ
り
や
す

い
こ
と
も
要
注
意
で
す
。

　体
験
を
通
し
て
の
意
味
と

回
復
の
支
援
方
法
に
つ
い
て

　

う
つ
病
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
病

を
理
解
し
た
う
え
で
、
家
族
を
は
じ
め

身
近
な
人
た
ち
の
協
力
と
適
切
な
接
し

方
が
必
要
で
す
。

●
話
を
よ
く
聞
く
…
共
感
的
に
。
不
用

意
な
説
得
・
反
論
・
お
説
教
を
し
な
い
。

●
叱
咤
激
励
を
し
な
い
…
頑
張
れ
な
ど

の
励
ま
し
は
だ
め
。

　

う
つ
の
苦
し
み
は
想
像
す
る
以
上
に

大
き
い
の
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
人

が
う
つ
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、「
励

ま
し
て
は
い
け
な
い
」、「
頑
張
れ
は
禁

句
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
い
っ

た
い
ど
ん
な
言
葉
を
か
け
る
の
で
し
ょ

う
か
。
不
用
意
に
励
ま
す
こ
と
は
厳

禁
で
も
、
希
望
を
与
え
、
不
安
や
絶
望

を
和
ら
げ
る
接
し
方
は
と
て
も
大
切
で

す
。
例
え
ば
、「
き
っ
と
回
復
し
ま
す
」

「
人
間
、
良
い
と
き
悪
い
と
き
が
あ
っ
て

当
然
で
す
。
う
つ
病
は
決
し
て
不
治
の

病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
憂
う
つ
な
気
分

は
必
ず
解
消
さ
れ
ま
す
」
な
ど
の
、
未

来
に
希
望
が
あ
る
よ
う
な
言
葉
を
か
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
う
つ
病
治
療
の
た
め
に
は
休

息
さ
せ
る
（
心
の
負
担
を
全
部
取
り
去

る
こ
と
が
基
本
）
こ
と
が
大
切
で
す
。

病
状
に
は
一
進
一
退
が
あ
り
ま
す
。
う

つ
病
は
骨
折
が
治
る
よ
う
に
は
治
ら
な

い
の
で
す
。
療
養
期
間
中
は
、
頑
張
ら

な
い
、
一
生
懸
命
の
ん
び
り
す
る
こ
と

が
先
決
で
す
が
、
復
帰
・

復
職
直
後
も
同
じ
で
す
。

力
ま
ず
に
、
治
療
の
一
環
、

リ
ハ
ビ
リ
活
動
と
し
て

「
今
で
き
る
こ
と
を
や
る
」

と
い
う
気
持
ち
で
仕
事
に
望
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。
復
帰
・
復
職
後
に
頑
張
り

す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
心
に
大
き
な

負
担
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
し
ま

い
、
再
発
の
危
険
性
を
高
め
ま
す
。
数

か
月
間
の
あ
い
だ
は
回
復
の
様
子
を
見

な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

決
し
て
あ
せ
ら
ず
に
、
自
分
自
身
を

か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
認
め
、

欠
点
も
含
め
自
分
を
好
き
に
な
る
気
持

ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
不
完
全
で
も
自

分
ら
し
く
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
自
分

の
姿
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
、
自
分
の

失
敗
も
受
け
入
れ
や
す
く
な
り
、
相
手

も
自
分
同
様
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と

認
め
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
や
す
い
と
い

い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
病
気
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
と
、
自
分
を
責
め
ず

に
、
病
の
意
味
を
大
切
に
す
る
こ
と
こ

そ
、
克
服
の
力
と
な
り
ま
す
。

 
「
う
つ
と
家
族
」
Ⅱ

　
　
　
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
堺　

　
　
　
北
山 
れ
い
こ 

さ
ん
の
講
演
よ
り
、
前
号
に
続
き
掲
載
い
た
し
ま
す
。

苦
し
い
経
験
を
人
生
の
プ
ラ
ス
に

ひ
き
こ
も
り
と 

う
つ
病

　

人
生
を
川
の
流
れ
に
例
え
る
と
、
ひ

き
こ
も
り
は
脇
の
淀
み
に
入
り
込
ん

で
、
自
分
で
は
も
と
の
流
れ
に
戻
れ
な

い
で
い
る
状
況
を
い
い
ま
す
。

　

う
つ
病
に
よ
る
ひ
き
こ
も
り
の
全
国

調
査
で
は
、
現
在
１
０
０
万
人
以
上
。

8
割
が
男
性
で
、
平
均
年
齢
は
30
歳

以
上
、
10
年
以
上
継
続
し
て
い
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
る
そ
う
で
す
。
要

因
に
は
、
価
値
観
、
歴
史
的
背
景
、
若

年
労
働
者
の
問
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
新
た
な
人
間
関
係
を
結
ぶ
の
に

自
信
が
な
い
な
ど
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
生

き
る
若
者
の
多
数
は
、
人
と
上
手
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
る
と
、
何
と
か
外
に
出
た

い
と
思
っ
て
も
、
助
け
を
求
め
た
り
、

声
を
あ
げ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま

せ
ん
。
両
親
や
周
り
の
大
人
は
、
ひ
き

こ
も
り
の
当
事
者
の
声
を
く
み
取
り
、

何
と
か
し
た
い
と
望
ん
だ
と
き
、
常
に

叙勲受章
長年にわたる職務に対する功労や社会貢献をたたえる

秋の叙勲などを受章されました3名をご紹介いたします。

長年にわたる努力が認められ

西岡 三男 さん
（池田町中西）
昭和 22 年に下名小学校教諭
として赴任され、昭和 61 年に
池田第一中学校長を退職され
るまでの長きにわたり、子ども
たちの健全育成や教職員の指
導、地域活動の指導的役割を
果たされるなど、地域の教育に
多大な貢献をされました。

高齢者叙勲（教育功労）

瑞宝双光章

阿佐 正一郎 さん
（井川町井内東）
井川町に歯科医院を開業されて
から40 年以上にわたり、地域
の学校歯科医を務められました。
当初は虫歯の子どもが多く、予
防の意識を持ってもらおうと啓
発に特に力を注がれました。現
在も3 校を受け持ち、児童生徒
の歯の健康を見守っています。

秋の叙勲（学校保健功労）

瑞宝双光章

野地　稔 さん
（西祖谷山村上吾橋）
旧西祖谷山村議会議員として4
期 16 年にわたり在職し、その
間、村議会副議長、村議会議
長を歴任され、その後も、旧西
祖谷山村収入役など要職に就
任され、地方自治の発展、地
域振興に尽くされ、村の発展に
多大に寄与されました。

高齢者叙勲（地方自治功労）

旭日単光章

船井 哲良 さん
（大阪府在住）

紺綬褒章は、公益のため多額
の私財をご寄附されたことに対
して授与されるものです。船井
電機株式会社取締役会長の船
井さんは昨年、三好市に所在
する土地・建物を市にご寄附
をなされ、5 度目の受章となり
ました。いただきましたご寄附
は、三好市発展のため有効に
活用させていただきます。

紺綬褒章 受章

伊丹 健吾 さん
（池田町州津）
公益社団法人全国スポーツ推
進委員連合研究協議会において
30 年勤続スポーツ推進委員表
彰を受けられました。伊丹さんは、
30 年以上にわたり旧池田町、三
好市体育指導委員として、地域
におけるスポーツの振興に大きく
貢献されました。

スポーツ推進委員表彰

「きららげきだん」くらぶ
（池田町）
徳島県は学校・家庭・地域にお
ける教育の支援を行う個人や団
体を奨励し表彰しています。今年
度三好市では、地域に育つ子ど
もたちのために「幼児誘拐防止
劇」を会員の手作りにより公演し
ている、池田生活学校「きららげ
きだん」くらぶ が表彰されました。

地域教育支援活動奨励表彰

農林水産大臣感謝状
千葉 美枝子 さん（三野町芝生）

農業経営統計調査農家として長
年協力し、農林水産大臣より感謝
状が贈られました。



中央図書館

［一般書］■世界地図の下書き／朝井リョウ ■ことば
はいらない／ジョンソン祥子 ［児童書］■かいけつゾ
ロリなぞのスパイと 100 本のバラ／原ゆたか ■タネの
大図鑑／ワン ステップ ［絵本］ ■やまとの大家族／大
西規子 ■ならびました／五味太郎

井川図書館

［一般書］■てのひらに爆弾を／黒武洋 ■手作りスキ
ンケアで透明美人肌になる！／うつろあきこ ■使いき
りたい調味料ベスト 10！／梅津有希子 ［児童書］■わ
くわく漢字の世界の大冒険／馬場雄二 ■くまくまくん
はしょうぼうし／ベンジー・デイヴィス 

新着図書の紹介

Books

［一般書］中央図書館

月ごはんダイエット
著者：森崎りよ 
痩せるのに一番適した時期に食
べるべきメニューのレシピを中心
としたダイエット法に、女性の体
や心の変化などを月の満ち欠け
と同時進行でまとめられた一冊。

■ 1 月の行事予定
・おはなし会［中央図書館］
　　日時：毎週土曜日（1 月 4 日は休み）
　　　　　11 時〜 11 時 30 分
・おはなしひろば［井川図書館］
　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜 11 時

■ 1 月の休館日
・中央図書館：12 月 29 日〜 1 月 3 日、毎週水曜日
　　※1 月 4 日・5 日は 18 時閉館となります。
・井川図書館：12 月 30 日〜 1 月 3 日、毎週火曜日

■ 巡回配本日程（1 月）
　14 日　池田 - 萩田商店前　三野 - 芝生小（高学年）
　16 日　池田 - 川崎小 - 旧大利郵便局前　山城 - 山城小
　17 日　池田 - 三縄駅前 - 三縄幼 - 三縄小
　20 日　三野 - 芝生小（低学年）- 王地小
　21 日　山城 - 政友小 - 大野小
　23 日　東祖谷 - 祖谷歴史館 - 東祖谷保育所 - 東祖谷小
　24 日　西祖谷 - 檪生小　 山城 - 下名小 - 山城荘前
　27 日　池田 - 箸蔵幼 - 箸蔵小
　28 日　井川 - 井内小 - 西井川小
　30 日　池田 - 馬路小 - 白地小　
・市内の方ならどなたでもご利用いただけます。
・都合により巡回日・時間等が変更になる場合があります。

■クリスマス会のお知らせ［中央図書館］
　日時：12 月 14 日　14 時〜 15 時
　場所：三好市中央公民館 ４階 大ホール
　※ 参加無料、予約不要。お気軽にお越しください。

■館内展示のご案内［井川図書館］
　温故知新コーナー。1 月には昔ながらの行事がいっ
　ぱい。昔はどんな暮らしをしていたのでしょう？　
　ちょっとのぞいてみませんか。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［児童書］井川図書館

クモばんばとぎんのくつした
著者：仁科 幸子
ひとりぼっちのナメクジのぼうや
と嫌われ者のクモのおばあさん。
クモの糸であんだ色とりどりの
あみものを売る「クモばんばの店」
で、力を合わせはじめました…。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

Sports

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合体育館。
ただし、社交ダンスは保健セン
ター、フラはフジヤマビル、グラ
ウンドゴルフは吉野川運動公園で
オープンスクールとして開放して
います。
☆都合で曜日や時間が変更にな
る場合がございます。

いけだスポーツクラブ  1 月教室開設日

教 室 名 開 設 日
 シニア健康づくり
病院・徳島大学と連携した、き
め細かな健康づくりプログラム

15・22・29

キッズ＆ジュニアスポーツプログラム
Jr バレーボール 6・20・27
ヒーロー養成 野球 11・18・25
Ｊｒ．ハンドボール 21・25・28
カワイげんきアップ体操 11・18・25
キッズサッカー 11・18・25

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 6・20・27
ヨーガ木曜コース 16
肩こり予防＆リフレッシュ体操 17
グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金
社交ダンス 11・25
史跡巡りウオーキング 21（新山 88 か所）
障害者フライングディスク 9
レッツ体力づくり 8・22
さわやかママさん体操教室 9・23
フラ 9・23

12 月 29 日～1月 3 日は、年末年始のため、池田総合体育館の
ほか、市内の社会体育施設・学校開放施設がご利用になれません。

1月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③年齢（誕生月での年齢） 
④生年月日 ⑤保護者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧簡単
なコメント（30 字程度。文字数が多い場合は一部修
正することがあります）⑨ケーブルテレビへの情報提
供の可否を書いた用紙と写真（写真の裏に氏名を）を
三好市秘書広報課までお送りください。1 月号の締切は
12 月 20 日です。
★写真はトリミングします。また写真は返却できませんので、
ご了承ください。★デジカメ等の場合は、データを秘書
広報課まで直接お持ちになるか、Ｅメール（koho@city.
tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

佐藤 来
ら な

菜 ちゃん
お歌が上手 ! またいっ
ぱいうたってね☆愛良
ねーちゃんと仲良くね♪

井川 3才

采本 奏
か な と

音 ちゃん 
ヤンチャな奏音！悪い事
もするけど、元気で優し
いお兄ちゃんでいてね

山城 3才

笹岡 一
い お ん

媛 ちゃん
3 才 おめでとう !!
大好きな新幹線に乗っ
て、遊びに行こーネ♪

井川 3才

山本  尊
たける

 ちゃん 
これからもいっぱい食
べて、いっぱい遊んで、
大きくなってね。

三野 2才

森本 優
ゆ う き

輝 ちゃん
いつもニコニコ笑顔を
ありがとう。素直で優
しい子に育ってね。

池田 1才

采本 匠
た く と

音 ちゃん
笑顔が可愛い匠音！お
兄ちゃんみたいに元気
にスクスク育ってね

山城 1才

西田  丞
じょう

 ちゃん 
おめでとう ! いっぱい
食べていっぱい遊んで、
元気に大きくなってね!

山城 1才

山田 瀬
せ な

奈 ちゃん
1 歳おめでとう♡
明るく元気に優しい子
に育ってね。

東祖谷 1才

加地 雪
ゆ き か

華 ちゃん
もうすぐお姉ちゃんにな
る雪華♪これからも元
気に大きくなってね♡

池田 3才

鈴木 瑛
え い た

太 ちゃん
クシャクシャ笑顔♡なん
とも言えません♡いっぱ
い食べて大きくな～れ！

三野 3才

平井 亜
あ み

実 ちゃん
歌が大好きあみちゃん
♡兄妹仲良くしてね！

池田 2才

中村 航
こうだい

大 ちゃん
お誕生日おめでとう☆
いっぱい笑って遊んで
大きくなってネ♪

池田 3才

山下 真
ま お

央 ちゃん
真央が生まれて 1 年。ま
だ新米で頼りないパパマ
マだけど、よろしくね !

池田 1才
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12 月

現在、市内の特別養護老人ホーム
に入所されており、ご家族や入所
者の方などに囲まれてお祝いしまし
た。いつも感謝の気持ちを忘れず
過ごされているそうで、この日も多
くの方からの祝福に、手を合わせ
て「ありがとう」と伝えていました。

髙井 ツルヱさん
（三野町勢力）

祝 

百
歳
到
達11/28

「家庭の日」に関する絵画
三好市青少年育成市民会議では、健全な家庭づくりを重要な柱
として掲げており、毎月第一日曜日の「家庭の日」の普及を図
るため、市内小・中学生を対象に「家庭の日」に関する絵画作
品の募集を行いました。市内、21 校 171 点の応募があり、審
査の結果、次の児童・生徒の作品が最優秀賞に選ばれました。

王
地
小
学
校
3
年　

平ひ
ら
お尾 

快か
い 

さ
ん

「
お
い
し
い
な
、

   

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
夏
や
さ
い
」

「
家
族
と
の
思
い
出
」

井
川
中
学
校
3
年　

久く

ぼ保 

朋と
も
み美 

さ
ん



まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書広報課  ☎ 72-7646

熱々の芋煮で体もぽかぽか

　伊予川の環境を保全し、将来に残
していくことを目的に秋の催しとして
定着している伊予川芋たき会が、11 
月 3 日に行われました。大鍋に用意
された芋煮は、地元で取れた新鮮
な大根やごぼうや白菜、こんにゃくな
どがふんだんに使われていて、訪れ
た来場者は温かい芋煮に舌鼓を打ち
ました。このほか会場では、大野小
学校の児童による大野太鼓の披露、
政友小などの環境学習の紹介やバ
ザー、ラフティング体験なども行われ、
多くの家族連れらで賑わいました。

「井内の雨乞踊」を披露

　第 32 回なでしこまつりが 11 月 9
日と 10 日、辻小学校周辺で開催さ
れ、各種作品の展示や芸能発表会、
バザーなどの催しが行われました。
　今年は、市無形民俗文化財の「井
内の雨乞踊」を 8 年ぶりに披露しよ
うと、地元保存会の方を中心に、地
元の小学生や集落支援員・地域おこ
し協力隊員らが協力し、9 月から練
習を重ねてきました。舞台の上で、
衣装を身をつけ太鼓や鉦の音に合わ
せて雨乞踊りを披露すると、観客か
らは大きな拍手が送られました。

各地区の学校支援が連携

　市内全 6 中学校区で保護者や地
域住民が、地域の学校を支援する、
学校支援地域本部事業（学校支援ボ
ランティア事業）が、市内全域で
組織できたことから、「三好市学校
支援地域本部運営協議会」が 10 月
24 日、三好市中央公民館で発足し
ました。
　学校・家庭・地域の力で、子ども
たちを豊かに育むために、各地区の
協議会との連携や、学校支援の推進
に係る協議・検討・企画・事業評価
を行います。

紅葉鮮やかな藤川谷で 妖怪たちと触れ合い

　さわやかな秋空のもと、山城町の藤の里公園一帯で 11 月
24 日に第 13 回妖怪まつりが行われ、市内外から訪れた家族
連れやアマチュアカメラマンなど多くの人でにぎわいました。
　児啼きじじいや天狗、青ぼうずなどの妖怪の着ぐるみ約 20 
体がほら貝の音色にあわせて登場すると、泣き出す子どももい
ましたが、怖がりながらも近づいて一緒に記念撮影をするなど、
妖怪たちとの触れ合いを楽しんでいました。妖怪による劇や妖
怪バンドの演奏なども行われ、まつりは大変盛り上がりました。

シーズン到来 井川スキー場オープン
　井川スキー場腕山で 11 月 22 日、今季の営業が始まり、シー
ズン中の安全を願う神事やテープカットの後、県内外から訪れ
たスキーヤーやスノーボーダーたちは、さっそくリフトに乗り
込み、ライトアップされた人工雪のコースで、思い思いのシュ
プールを描いていました。今季の営業は来年 3 月 10 日までの
予定で、クリスマスイベントや大みそかイベントなども開催さ
れます。今シーズンの初滑りにぜひ井川スキー場腕山に足を運
んでみてはいかがでしょうか。

富士全国同人雑誌賞 大賞は蒼空
　山城町出身の小説家富士正晴氏の功績をた
たえて 3 年に一度実施されている「富士正晴
全国同人雑誌フェスティバル」が 10 月 31 日、
サンリバー大歩危で開催されました。
　富士正晴生誕 100 年を迎えた今回は 5 回目
の開催となり、全国 119 誌の応募の中から富
士正晴同人雑誌賞の大賞に選ばれた高知市の

「蒼空」、特別賞の「文芸中部」「弦」「姫路文学」
の代表者に表彰状などが手渡されました。ま
た、同人雑誌の代表者らによるシンポジウム、
翌日には文芸評論家横尾和博さんの記念講演
も山城公民館で行われました。

古民家を舞台に マチトソラ芸術祭

　三好市の古民家を活用して、県内外の芸術家による
アート作品の展示やライブ、ワークショップなどを行う
マチトソラ芸術祭が、東祖谷の落合集落や池田のうだ
つの町並みを舞台に 11 月 2 日、3 日に開催されまし
た。旧政海旅館ではポストカードにオイルパステルで描
くワークショップがあり、家族連れで楽しむ姿が見られ
ました。また東祖谷会場の「晴耕」では絵本作家など
による展示、三所神社では約 800 本の竹をつるした
作品が境内に展示され、古民家から眺める景色を楽し
むとともに来場者は熱心に作品に見入っていました。

武者行列、勇壮に練り歩く
　三好市にゆかりのある戦国武将・三好長慶にス
ポットをあてた「三好長慶武者行列まつり」が、
11 月 3 日、三野グラウンドで開催されました。
　武者行列では甲冑や陣羽織を身に着けた地元市
民や県内外の長慶ゆかりの団体からの参加者らが
武将や旗持ちなどに扮し、出陣式で「エイエイ
オー」と勝ちどきを上げたあと会場周辺を勇壮に
練り歩いたほか、備州岡山城鉄砲隊による火縄銃
の演武や、三野中吹奏楽部の演奏などの催しもあ
り、訪れた多くの見物客を楽しませました。
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優良従業員を表彰

　三好市優良従業員表彰式が 11
月 25 日、池田総合体育館で行わ
れました。三好市と阿波池田商工
会議所、三好市商工会が主催した
もので、この日は市内の 12 事業
者 21 名が表彰を受けられ、11 名
が出席し、一人ひとりに表彰状と
記念品が贈られました。表彰を受
けられた方は長年にわたって勤務
され、事業所の業績発展だけでな
く、三好市の産業の発展にも貢献
された方々です。受賞された皆様
おめでとうございました。

願いを込めて オブジェ点灯

　三好市のウインターシーズン到来を
告げる風物詩「池田冬のオブジェ」の
オープニングセレモニーが 12 月 1 日、
池田へそっ子公園で行われ、多くの
家族連れらでにぎわいました。大泉
保育園児による夢来人宣言が行われ
た後にはへそっ子公園内のイルミネー
ションが一斉に点灯され、会場内は柔
らかく温かな光に包まれ、来場者はオ
ブジェの優しい輝きに見入っていまし
た。約 10 万個のイルミネーションは
協賛団体の事業所など市内のいたると
ころで１月 10 日まで点灯されます。

刻みたばこの文化を後世に

　400 年続いてきた葉たばこの在来
種「阿波葉」を伝承し、たばこ産業
で栄えた地域の歴史や文化を後世に
伝えていこうと、11 月 23 日、阿
波池田たばこ資料館において、阿波
葉刻み実演が行われました。
　この日は、カンナとぜんまい刻み
機を使った、刻みたばこの加工実演
が披露され、見物客らは刻みたばこ
の歴史や加工する機械の説明を受け
ながら、その様子に見入り、刻まれ
たたばこの葉の香りや感触を確かめ
ていました。

四国の協力隊員が交流勉強会

　四国で活動する地域おこし協力
隊の交流勉強会が、11 月 12 日と
13日に池田総合体育館で開催され、
四国 4 県から地域おこし協力隊員
など 94 人が参加しました。
　12 日には、各県の協力隊員や自
治体担当者ら 10 人から、これまで
の活動事例や今後の課題などの発
表、各自治体の事業紹介が行われ
ました。ほかにも、講演やワーク
ショップなどが 2 日間にわたり行
われ、地域おこし協力隊員同士の
情報交換や交流が図られました。

池中男子が全区間で区間賞

　第 8 回を迎えた三好地区防犯駅伝
競走大会が、11 月 15 日に吉野川運
動公園の周回コースで開催され、男
子 6 区、女子 4 区で健脚を競い合
いました。三好地区の中学校から男
子 7 チーム、女子 8 チームが出場
したこの大会。全区間で区間賞を獲
得した池田中学校男子が完全優勝を
果たし、女子は三加茂中学校が接戦
を制し優勝しました。また、個人の
部としてオープンクラスのレースも
行われ、出場者全員が歯を食いし
ばって寒空の中、走り抜きました。

みんなが主役でまちづくり　

　池田総合体育館で 11 月 10 日、
第 8 回三好市社会福祉大会・ふれ
あい広場が、「みんなが主役、いき
いきと誰もが暮らせるまちづくり」
をテーマに開催されました。式典で
は、西井川小学校の児童による福祉
活動の発表や多年にわたり社会福祉
の発展に功績のあった方や団体に対
しての表彰が行われました。また、
各団体による展示やバザー、評論家
の樋口恵子さんによる「元気が出る
老い方」と題された記念講演も行わ
れ、多くの来場者でにぎわいました。

音楽と朗読で物語を紡ぐ人形浄瑠璃

　三好市出身で浄瑠璃人形遣いの勘緑さんがプロ
デュースする、三好市人形浄瑠璃公演が 11 月2日に
池田総合体育館で開催されました。
　1 部では「寿二人三番叟」と「曽根崎心中」道行
の古典 2 本、2 部では勘緑さんが脚本し、徳島県出
身の住友紀人さんが作曲した、音楽人形劇「新釈 姥
捨山」が上演されました。住友さんらが奏でる美しい
音楽と、朗読家の山下智子さんのしっとりとした語りに
あわせ、勘緑さんと木偶舎の方が操る人形が情感豊か
に舞い、来場者は人形浄瑠璃の世界に魅了されました。

お天王はん市で 赤ちゃん土俵入り
　三野町の武大神社で毎年恒例の、お天王はん市

（みの商工祭）が 11 月 24 日に開催されました。
　天候も良く、色づいてきた大きないちょうの木
の下は出店で賑わい、たくさんの方が来場しまし
た。会場では、阿波踊りが披露されたり、赤ちゃ
んの土俵入りが行われ、小さな化粧回しをつけ、
力士に抱えられて大声で泣き出したり、驚いた表
情で両親を見つめたりする愛らしい様子に、来場
者も思わず頬を緩め、写真に撮ろうとアマチュア
カメラマンの方もたくさん訪れていました。

池田文化まつり にぎわう

　11 月 22 日から 24 日までの 3
日間、第 26 回池田文化まつりが
三好市中央公民館ほか池田町内各
地において開催されました。
　各会場では絵画や華道・俳句な
どの展示、詩吟・日舞・コーラス
などの舞台発表、体験講座やお茶
席など、自分たちが作り上げた作
品や日頃の練習の成果が披露され
ました。来場者はそれぞれの作品
をじっくりと鑑賞したり、多彩な
舞台発表を楽しみ、文化の秋を堪
能しました。

マルシェで秋の町並みを散策

　うだつの町並みが残る池田町本町
通りで、11 月 23 日に第 9 回うだ
つマルシェが開催されました。
　メイン会場の「スペースきせる」
周辺の町並みに、市内外から 73 店
舗が参加し、手作りの食品や雑貨な
どさまざまな商品を販売しました。
また、人気のパン屋さんがそれぞれ
自慢のパンを販売したり、一箱古本
市、雑誌を作るワークショップなど
さまざまな催しもあり、お気に入り
の品を求めて町並みを散策する買い
物客で大変にぎわいました。

西井川小学校で校舎の起工式

　西井川小学校で 11 月 22 日、小
学校改築工事の起工式が挙行され、
黒川市長、伊丹市議会副議長をはじ
め関係者が集まり、工事の安全を祈
願しました。新しく建設されるのは
木造と一部鉄筋コンクリート造の
2 階建て校舎（1,820 ㎡）と体育館

（551 ㎡）で、太陽光発電も設置さ
れます。既に旧校舎は解体され、9
月から仮設校舎で学校生活が送られ
ています。新しい西井川小学校は、
平成 27 年 3 月末完成の予定。校舎
の完成が待ち遠しいかぎりです。

23　市報 みよし 2013.12　22



　  
みよし広域連合

 法律相談
日時▼第 1・3 金曜日（祝祭日除く）
13 時〜 16 時　※料金無料、予約制。
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

三好市社会福祉協議会
法律相談

日時▼ 1 月 9 日　13 時～ 16 時
弁護士▼大西聡氏
場所・予約お申し込み先▼三好市社
協井川支所（☎ 78-3140）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社会福祉協議会
一般相談

相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
 毎週火曜日  井川老人福祉センター
 毎週水曜日  社協本所・池田支所 
 1 月 9 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 1 月 15 日　山城総合支所
 1 月 16 日　社協三野支所　
 1 月 16 日   社協西祖谷支所  
時間▼ 13 時～ 15 時

（井川 10 時〜 12 時）
※一般相談は各支所で常時受付けて
いますので、お気軽にご相談くださ
い。お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

行政相談
　役所の仕事について、苦情や意見・
要望、疑問などがある方は、お気軽
にご相談ください。相談は無料で、
秘密は固く守られます。
相談日・相談場所▼
1 月 8 日　東祖谷 祖谷の歴史館
1 月 9 日　三好市役所
1 月 9 日   西祖谷総合支所
1 月 10 日   井川総合支所
1 月 15 日　山城総合支所
1 月 21 日　三野公民館
時間▼ 13 時～ 15 時

（西祖谷 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

消費者トラブル相談窓口
　安心安全な生活を送るために困っ
たこと、不審なことがあれば、ご相
談ください。相談無料、秘密厳守。
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
日時▼月～金曜　9 時～ 17 時
お問い合わせ先▼三好市役所商工政
策課（☎ 72-7645）

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
ニート支援出張相談▼毎週月曜日
※いずれも予約が必要です。
一般相談▼月～金曜日  9 時～ 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼徳島西部
ライフサポートセンター（☎ 72-8611）

アイヌの方々のための
全国一斉電話相談

　（公財）人権教育啓発推進センター
では、アイヌの方々の悩みをお受け
するフリーダイヤルを開設いたしま
した。嫌がらせ、差別、プライバシー
侵害などのご相談もお受けします。
相談無料、匿名可、秘密厳守。
受付期間▼平成 26 年 1月19 日まで

（12 月 28 日〜 1 月 5 日除く）
相談専用フリーダイヤル▼☎ 0120-
771-208

人権相談
相談日・相談場所▼ 
1 月 8 日　老人福祉センター（西祖谷）
1 月 9 日   三好市役所
1 月 15 日　山城総合支所
1 月 21 日   三野公民館
時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼三好市役所市民課
人権室（☎ 72-7622）

相 談

広告を掲載しませんか？「市報みよし」は毎月約 15,000 部が市内全域に配布されています。ぜひ、会社やお店の宣伝に
ご活用ください。詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-7646）までお問い合わせになるか、三好市ホームページをご覧ください。

講師▼三木信夫 氏（重文三木家当
主、NPO 法人全国重文民家の集い
副代表幹事）
申込方法▼平成 26 年 1 月 20 日ま
でにお申し込みください。講座名・
氏名・電話番号をお教えください。
お申し込み・お問い合わせ先▼西部
総合県民局企画振興部（☎ 0883-
53-2032）

パソコン事務基礎科 受講生募集
（求職者支援訓練）

　パソコンを中心とした事務スキル
を習得し、「就職」を勝ち取ろう。
訓練期間▼平成 26 年 2 月 6 日〜 5
月 2 日
訓練時間▼ 9 時～ 15 時 50 分（土・
日曜・祝日休み）
訓練場所▼パソコンスクール M’s

（東みよし町足代）
募集定員▼ 15 名
受講料▼無料（テキスト代 9,660 
円は受講者負担）
申込締切▼ 12 月 25 日
お申し込み・お問い合わせ先▼ハロー
ワーク三好（☎ 72-1221）

平成 25 年度 自衛官等募集
【防衛大学校学生  一般（後期）】
資格▼高卒（見込含）21 歳未満（自
衛官は 23 歳未満）
受付期間▼平成 26 年 1 月 22 日～
1 月 31 日
試験日▼ 1 次：平成 26 年 3 月 1 日
お問い合わせ先▼自衛隊三好出張所

（☎ 72-0489）
http://www.mod.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

放送大学 4 月入学生募集
　創立 30 周年を迎えた放送大学は、
テレビなどの放送やインターネットで
授業を行う通信制の大学です。働き
ながら学んで大学を卒業したい、学
びを楽しみたいなど、さまざまな目的
で幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成 26 年 4 月入学生を
募集しています。詳しい資料を無料
で送付いたしますので、お気軽にお
問い合わせください。
出願締切▼平成 26 年 2 月 28 日
資料請求・お問い合わせ先▼放送大
学徳島学習センター（☎ 088-602-
0151）

一部保険料の
納め忘れはありませんか

　国民年金保険料の一部免除（4 分
の 3、半額、4 分の 1 の免除）が、
承認されている期間については、一
部免除された区分に応じて国民年金
保険料の一部を免除し、残りの一部
分を納付していただくものです。
　一部保険料を納付しなかった場合
は、その期間は「未納期間」となる
ため、将来の老齢基礎年金の額に反
映されず、また、障害や死亡といっ
た不慮の事態が生じた場合に、年金
を受け取ることができなくなる場合
がありますので、保険料の納め忘れ
はないかご確認をお願いします。（そ
れぞれの年金を受け取るには、一定
の要件が必要となります）
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3474）

阿波半田年金事務所
移転のお知らせ

　日本年金機構「阿波半田年金事務
所」が、下記の場所に移転します。
移転先▼〒 779-4193
美馬郡つるぎ町貞光字馬出 50-2

（JR 貞光駅前徒歩 1 分）
業務開始日▼平成 26 年 2 月 3 日 ㈪  
8 時 30 分～
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（移転前☎ 0883-64-3128：移転
後☎ 0883-62-5350）

年 金

献血にご協力お願いします
【12 月 20 日（金）】
三好市三野総合支所駐車場
　12 時 30 分～ 14 時
お問い合わせ先▼三好市役所健康づ
くり課（☎ 72-6767）

健康・医療に関する相談
【24 時間電話健康相談サービス】
　医師等が 24 時間・年中無休で健
康・医療などのご相談に応じ、無料
でアドバイスをします。
相談電話番号▼☎ 0120-3444-69

【徳島こども救急電話相談】
　受診した方が良いのか、様子をみ
ても大丈夫なのか、看護師や小児科
医が電話でアドバイスをします。
相談日時▼毎日 18 時〜翌朝８時
相談電話番号▼☎（局番無し）＃8000 
または☎ 088-621-2365

「まなびーあ徳島」西部校
地域づくり実践講座

【日本百名山 剣山の歴史を知る】
　剣山の呼称、剣山を中心とした中
世山岳武士の活動、近世の修験によ
る剣山発展の歴史や伝説について、
ご一緒に学んでみませんか。
日時▼平成 26 年 1 月 24 日（金）
13 時 30 分〜 15 時
場所▼西部総合県民局 美馬庁舎
定員▼ 50 名（応募多数の場合抽選）
受講料▼無料

募 集

保健・福祉

豊富な品数でお待ち致しております。ぜひ ! 一度ご来店下さい。

東みよし町中庄6-4・JR江口駅東すぐ TEL.（０８８３）８２- 1 4 8 3

墓石の専門店

イ    シ   ヤ  サン
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お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　火・木曜は救急担当医が対応し、入院を必要とす
　る場合は小児科医を呼び出します。水曜は救急担
　当医のみで対応します。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

 1 月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-36771日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

三野田中病院 三野 ☎77-2300

北條病院 池田 ☎72-0007

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004

三木病院 三野 ☎77-3900

山城診療所 山城 ☎86-3230

山下医院 三好 ☎79-2005

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三木病院 三野 ☎77-3900

川原医院 三加茂 ☎82-2009

北條病院 池田 ☎72-0007

村山内科 池田 ☎72-2110

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

内田（伸）医院 池田 ☎74-0121

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

北條病院 池田 ☎72-0007

北條病院 池田 ☎72-0007

12 月 1 日〜 31 日は
徳島県飲酒運転撲滅月間

【運動の重点】
①運転者に対する飲酒運転追放意識
の徹底
②飲食店などにおける運転者への酒
類提供禁止の徹底
③職場や家庭、地域全体での飲酒運
転撲滅気運のさらなる醸成
④各種広報媒体の活用による飲酒運
転撲滅に向けた広報啓発活動の推進
　「飲んだら乗らない、乗るなら飲
まない、飲ませない」の飲酒運転追
放「３ない運動」を徹底し、事故の
ない安全で安心な三好市をつくりま
しょう。また、12 月 10 日から 1 月
10 日まで年末年始の交通安全県民
運動が実施されます。「あわてられ
ん ゆっくり行かんで 阿波の道」の
スローガンのもと、交通ルールとマ
ナーを守り事故なく年末年始を迎え
ましょう。
お問い合わせ先▼三好市役所危機管
理課（☎ 72-7625）

優良運転者表彰について
条件▼交通安全協会の会員（会費納
入者）で、平成 26 年 1 月 31 日現
在、5 年以上、10 年以上、15 年以上、
20 年以上、30 年以上の無事故・無
違反者。また、その間交通規則を良
く守り、常に交通安全に心がけ、他
の模範となる方
表彰種類▼二輪（原付）運転免許保
有者表彰および普通免許以上の保有
者表彰

【補助金制度について】
　本市では、講習会の受講料（6500
円）について、全額補助を行うこと
としています。講習会を受講し狩猟
免許の受験を希望される方は、下記
内容をご確認のうえ、申請手続きを
行ってください。
対象者▼三好市に住所を有する方
で、狩猟免許講習会を受講し、狩猟
免許試験を受験した方
補助対象▼講習会受講料のみ（6500
円、テキスト代を含む）
※交通費、昼食代は各自負担。
対象人員▼先着 35 名（申請の受付
は試験終了後随時受け付けます）
申請期限▼平成 26 年 1 月 31 日（金）
お問い合わせ先▼三好市役所農業振
興課鳥獣害対策担当（☎ 72-7617）

蜜蜂を飼育される皆さまへ
　蜜蜂を飼育される方は、養蜂振興
法（昭和 30 法律第 180 号）第 3 条
第 1 項の規定により、毎年 1 月末
までに、飼育届を提出することが義
務付けられています。
　平成 24 年 6 月の法改正までは養
蜂業者などが届出の対象でしたが、
趣味で蜜蜂を飼育される方も届出の
対象となりました。
　飼育届は徳島県のホームページか
らダウンロードされるか、農業振興
課に備えてあります。平成 26 年 1
月 31 日までに、三好市役所農業振
興課まで提出してください。
（徳島県ホームページ）
http://www.pref.tokushima.jp/
docs/2012120600105/
お問い合わせ先▼三好市役所農業振
興課畜産担当（☎ 72-7617）

※前記に該当する方は、印鑑と免許
証を持参し、平成 26 年１月 10 日
までに三好警察署へお申し込みくだ
さい。
お問い合わせ先▼三好警察署内三好
交通安全協会（☎ 72-0110）

狩猟免許取得にむけての
補助金について

　本市では、イノシシなどの野生鳥
獣による農作物への被害などが深刻
な問題となっています。
　これらの鳥獣類の多くは、狩猟鳥
獣に指定されており狩猟期間中に限
り捕獲することが可能ですが、捕獲
するためには、狩猟免許が必要です。
　平成 25 年度は次の日程で徳島県
猟友会主催狩猟免許初心者講習会、
徳島県主催狩猟免許試験が開催され
ます。

【狩猟免許講習会（全種）】
日時▼ 12 月 21 日（土）、10 時〜
16 時（9 時 30 分受付）
場所▼徳島県猟友会事務所
定員▼申し込みの多い場合は先着順
申込期限▼ 12 月 12 日（木）
お問い合わせ先▼（一社）徳島県猟
友会事務局（☎ 088-623-1617）

【狩猟免許試験】
日時▼平成 26 年 1 月 19 日（日）、
10 時〜
内容▼網猟・わな猟・第１種銃猟・
第２種銃猟
場所▼西部総合県民局 美馬庁舎
申請書提出期間▼ 12 月 10 日～平
成 26 年 1 月 9 日
お問い合わせ先▼西部総合県民局
保健福祉環境部美馬庁舎（☎ 0883-
53-2063）

暮 ら し 農業委員会よりお知らせ
農業委員会委員選挙人名簿の登録申
請をお願いします▼
　三好市農業委員会では、毎年 1
月 1 日現在で、農業委員会委員選
挙人名簿の更新を行っています。
　そのため農家の皆さんには、毎年
申請をしていただいています。（選
挙人名簿登録申請書は 12 月下旬発
送予定です）
　次の登録要件をすべて満たしてい
る方は、必要事項を記入のうえ、平
成 26 年 1 月 10 日までに、三好市
農業委員会に提出してください。
【登録資格要件】
①平成 26 年 1 月 1 日現在、三好市
に住所を有する方
②平成 26 年 3 月 31 日（名簿確定日）
現在において、満 20 歳以上の方（平
成 6 年 4 月 1 日以前に生まれた方）
③次のいずれかに該当する方
⑴ 10 アール以上の農地を、耕作し
ている方
⑵ ⑴の方と同居している親族また
は配偶者の方で、年間おおむね 60
日以上耕作に従事している方
農業経営者（主たる耕作者）の変更
について▼
　転出、転居、死亡などの理由で、
世帯における経営者（主たる耕作者）

が代わる場合には、経営者変更の届
出が必要です。農業委員会において、
届出をお願いします。
　ご不明な点がございましたら、下
記までお問い合わせください。
お問い合わせ先▼三好市農業委員会
事務局（☎ 72-7621）

三好市管内
凍結防止剤保管場所について

　下記の場所に凍結防止剤を保管し
ております。数に限りがありますの
で、1 自治会 10 袋程度まででお願
いいたします。なお、凍結防止剤を
持ち帰る方は、使用簿に記載してい
ただきますようお願いします。

【保管場所】
三野町▼三野総合支所
井川町▼井川総合支所
池田町▼三好市役所分庁舎・焼肉と
んちゃん裏倉庫
山城町▼岩戸農協選果場・信正旧ス
クールバス車庫・上名公民館・河内
ショッピングセンター横（光兼）・
ラピス駐車場
西祖谷山村▼西祖谷総合支所・一宇
バス停
東祖谷▼旧農協倉庫
お問い合わせ先▼三好市役所管理課

（☎ 72-7681）、または各総合支所

じん肺・アスベスト・振動障害　
騒音性難聴・労災一般　
お気軽にご相談ください。

2014年1月5日（日）9時～12時
健生西部診療所（三好市井川町吉岡）

電話　0883-78-2292

☆労災職業病 健康相談会☆納め忘れはありませんか
12 月 25 日は、国民健康保険税第 6
期と市民税第 4 期の納期限です。みな
さんの暮らしを支える大切な税金です。
納期内の納付をお願いします。
お問い合わせ先▼三好市役所税務課

（☎ 72-7615）
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健康増進フォーラム 2013
考えてみよう ! 自分のこころとからだ
認知症について知ろう!考えてみよう!
　認知症は、自分自身や身近な人が、
いつ発症してもおかしくない病気で
す。ひとりで抱え込むことなく、認
知症の人やその家族を温かく見守る
ことができ、みんなが安心して地域
で暮らすことができるよう、認知症
の理解を深めるための講演会を開催
します。ぜひ、ご参加ください。
※参加無料、事前の申込が必要です。
日時▼ 12 月15 日（日）  13 時 30 分
場所▼三好市保健センター
講演▼「認知症は予防とケアが命（い
のち）～負けられんで、ボケなぞに～」

　　
講師：堀口淳 先生（島根大学精神
医学教授）、モデレーター（進行役）：
秋田清実 先生（医療法人秋田会秋
田病院理事長）　
※当日は、健康・栄養コーナーを設
け、血圧測定や骨密度測定、野菜フー
ドモデル展示も行います。
お申し込み・お問い合わせ先▼三好
市保健センター（☎ 72-6767）

第 9 回みよしロードレース大会
日時▼ 12 月 21 日（土）　9 時開会
小雨決行
場所▼ぶぶるパークみかも
種目▼小学校 1 ～ 5 年（男女）1000
ｍ、小 学 校 6 年（ 男女）1500 ｍ、 
中学校（男女）、一般・高校（女子）
3000 ｍ、一般・高校男子 5000 ｍ
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催 し

informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

参加料▼一般 500 円（当日受付）
参加申込締切▼ 12 月 18 日（水）
お問い合わせ先▼三好郡陸上競技協
会事務局（井上☎ 090-1008-6733）

成人式のお知らせ
日時▼平成 26 年 1 月 4 日（土）
開式：13 時（受付：正午より）
場所▼三好市池田総合体育館
対象者▼平成 5 年 4 月 2 日から平成
6 年 4 月 1日までに生まれた方（市
内旧町村中学校卒業名簿の記載者と
三好市に住民登録している方には案
内状をお送りしています）
※案内状が届いていない方でも、当
日は参加できます。　
お問い合わせ先▼三好市教育委員会
生涯学習課（☎ 72-3900）

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です !

インフルエンザ予防接種を
　　　　   実施しております。
　★受付時間
　　祝・祭日を除く、月～土曜日
　　　小学 1 年～12 歳　　9：00～15：00
　　　13 歳～　　　　　　9：00～17：00

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院

 

 三好市の人口

　男  性   13,875 人
（ - 15 人） 

　女  性   15,803 人　
（ - 1人）

　総  数   29,678 人
（ - 16 人）

　世帯数  13,550 戸
　　（ - 1 戸） 

平成 25 年 12 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比

毎月第 4 水曜日は
三好市チャレンジデー
運動・スポーツをして、
健康意識を高め、明る
い生活を送りましょう。

（94）

【中学生の部】
池田中学校３年　二

にのみや

宮 晴
は る か

香 さん
「お互いに 違いを認める いい仲間」
お問い合わせ先▼三好市人権教育推
進協議会（三好市教育委員会生涯学
習課内☎ 72-3900）

軽自動車新規検査用住民票が
来年 4 月1日から有料になります
　これまで、軽自動車の新規検査手
続きなどをする際に必要な住民票
を、軽自動車税申告用として手数料
を免除していましたが、平成 26 年
4 月 1 日から有料（1 通 400 円）に
なります。皆さんのご理解とご協力
をお願いします。
お問い合わせ先▼三好市役所市民課

（☎ 72-7609）
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人権啓発標語 優秀作品
　三好市人権教育推進協議会では、
人権尊重の大切さについて理解を深
め、心豊かな人権意識を育てること
を目的に、市内小中学校を対象に「人
権啓発標語」の募集を行いました。
　市内 19 校 1402 点の応募があり、
審査の結果、次の児童・生徒の作品
が最優秀賞に選ばれました。

【１～３年の部】
池田小学校３年　藤

ふじかわ

川  樹
いつき

 さん
「ちがっても すてきなこせい 大切に」
【４～６年の部】
芝生小学校６年　幸

こ う だ

田 倖
ゆ き な

奈 さん　
「あなたがくれた思いやり
　　　みんなに広がれ すてきな心」

そ の 他
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□ 編集後記

今年の流行語大賞も決まり、年の瀬も
迫ってまいりました。今年を振り返ると
市長室には全国大会に出場するスポー
ツ少年団のバスケやバレーのチーム、
陸上選手などが多数来庁され、市内ス
ポーツ選手の活躍が光る一年でした。
年が明けると池田高校の甲子園出場も
期待されており、東京五輪開催が決
定した今、「スポーツの力」「おもてな
しの心」に注目が集まります。来年は
そのような力や心にスポットを当てた取
材や編集ができればと思います。（近）

この冬は早々に家族が風邪をひいて寝
込み、何年か振りに私もうつってしま
いマスク姿でこの後記を書いています。
さて、今年の市報みよしも今月号が締
めくくりとなりました。1 年を振り返る
と、楽しかったことや、大変だったこ
となどさまざまなことが思い出されます
が、すべての出来事が自分を成長さ
せてくれたと思って、感謝の気持ちで
新しい年を迎えたいと思います。（長）

93
歩
目

藤の里公園
ー 三好市山城町上名 ー

　山城町大歩危峡の国道から県道を1.5km 
ほど西に入った藤川谷沿いに、児啼爺の石
像が立っています。そこからさらに上流へ
進むと「藤の里公園」があります。
　この地域には、数多くの妖怪伝説が語り
継がれています。それは、この地域が平地
が少ない険しい土地で、危険な場所がたく
さんあったためではないかと言われていま
す。人々がそこへ近づかないよう、事故や
事件から身を守る知恵として、妖怪の話は
伝え聞かされ暮らしの中に生き続けてきま
した。
　藤の里公園へ向かう道中には、地元の方
が手作りした妖怪の木像が数多く設置さ
れ、訪れる観光客らを出迎えてくれます。
秋には藤川谷の紅葉が美しく色づき、毎年
11 月に子どもからお年寄りまで地域をあ
げて「妖怪まつり」が開催されており、今
年もたくさんの人でにぎわいました。
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